
【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 
事業名（箇所名） 芦 E

あ し

AAE田川 E

だ が わ

A総合水系環境整備事業 

実施箇所 芦田川直轄管理区間 

当該基準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事業諸元 （水環境） 

・芦田川下流植生浄化（瀬戸川
せ と が わ

合流部）：H17～H23 

植生浄化施設整備工 

・芦田川下流植生浄化（芦田川下流部）：H25～（実施中） 

掘削工、植生浄化施設整備工 

・曝
ば っ

気
き

循環
じゅんかん

施設
し せ つ

（八
は っ

田原
た ば ら

ダム貯水池）：H20～H23 

曝気循環施設 

（自然再生） 

・魚道整備（芦田川河口堰）：H11～H12 

魚道設置 

・魚道整備（芦田川中上流部）[計画] 

魚道設置 

（水辺整備） 

・新市
しんいち

地区護岸整備[計画] 

護岸、坂路等 

事業期間 平成 11 年度～平成 35 年度 

総事業費 31.7 億円 残事業費 12.1 億円 

目的・必要性 芦田川は、広島県三原市 大和
だ い わ

町 蔵宗
くらむね

を源に発し、世羅
せ ら

台地を貫流し 府中
ふちゅう

市を

経て 高屋
た か や

川等を合わせ、神辺
かんなべ

平野を流下し 瀬戸内
せ と う ち

備後灘
び ん ご な だ

に注ぐ一級河川である。 

流域には、人口規模が広島県第２の都市 福山
ふくやま

市があり、昭和３９年に「備後地

区工業整備特別地域」の指定を契機に、河口域には鉄鋼業などの大規模工場の立地

及び都市化が急速に進み、平成 10 年には「中核市」に移行し発展してきた。 

昭和５６年６月に芦田川河口堰が、平成１０年３月に 八
は っ

田原
た は ら

ダムが完成し、芦

田川の河川水は、農業用水、水道用水、工業用水として広く利用されており、地域

の生活、農業、産業の基盤を支えている。 

（水環境） 

《芦田川下流植生浄化（瀬戸川
せ と が わ

合流部）》 

瀬戸川合流部では、生活雑排水等の流入により水質が悪化しており、環境基準

（BOD:3mg/l）を満足できない状態が続いている。 

また、リン濃度が高く芦田川河口堰湛水域ではアオコの発生が見られる。そのた

め、水生生物等の生活環境の向上も兼ね、自然浄化機能による芦田川下流域（瀬戸

川合流部）の水質改善を図るものである。 

《芦田川下流植生浄化（芦田川下流部）＞ 

芦田川下流部では、生活雑排水等の流入により水質が悪化しており、環境基準

（BOD:3mg/l）を満足できない状態が続いている。 

また、リン濃度が高く芦田川河口堰湛水域ではアオコの発生が見られる。そのた

め、水生生物等の生活環境の向上も兼ね、自然浄化機能による芦田川下流域（芦田

川下流部）の水質改善を図るものである。 
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【様式-1】 

目的・必要性 《曝
ば っ

気
き

循環
じゅんかん

施設
し せ つ

（八
は っ

田原
た ば ら

ダム貯水池）》 

八田原ダム建設時に湖内水質対策として曝気循環装置（４基）、支川流入対策と

して植生浄化、土壌浄化等の水質対策を実施しているが、平成 15 年から貯水池内

全体にアオコの発生が見られるようになった（曝気循環装置４基設置時）。そのた

め、八田原ダム貯水池の水質改善を図るものである。 

（自然再生） 

《魚道整備（芦田川河口堰）》 

芦田川河口堰の設置により、河道における回遊魚等の遡上降下機能が低下してい

る状況にある。 

そのため、より多くの回遊魚等の遡上・降下を促すため、遡上・降下機能の向上

を図る。 

《魚道整備（芦田川中上流部）》 

芦田川中上流部では、魚道の設置されていない横断工作物により上下流が分断さ

れ、魚類の遡上降下が遮られ縦断方向の連続性が分断されている。 

そのため、魚類の遡上降下環境の改善を図るものである。 

（水辺整備） 

《新市
しんいち

地区護岸整備》 

新市地区の川沿いは、運動公園として整備されレクリエーション、散策等の場と

して、地域住民の方に利用されている。しかし、現状は坂路や階段もなく安全に水

辺を利用することができない。 

そのため、地域住民が安全に水辺を利用でき、河川巡視などの河川管理も安全に

行うことができるように坂路の整備等を図るものである。 

便益の主な根拠 【水環境】芦田川下流植生浄化  ＣＶＭ 

全体事業：支払意志額(WTP)＝ 297 円/月/世帯、受益世帯数  149,416 世帯 

残 事 業：支払意志額(WTP)＝ 289 円/月/世帯、受益世帯数  149,416 世帯 

【水環境】曝気循環施設  ＣＶＭ 

全体事業：支払意志額(WTP)＝ 234 円/月/世帯、受益世帯数  14,512 世帯 

【自然再生】魚道整備  ＣＶＭ 

全体事業：支払意志額(WTP)＝ 269 円/月/世帯、受益世帯数  47,939 世帯 

残 事 業：支払意志額(WTP)＝ 247 円/月/世帯、受益世帯数  47,939 世帯 

【水辺整備】新市地区護岸整備  ＴＣＭ 

年間利用者数の増加：87,299 人 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成 26 年度 

B:総便益 
(億円) 

C:総費用 
(億円) 

B/C B-C 
(億円) 

EIRR 
(%) 

全体 

事業 

総合水系環境整備事業 153.3 39.9 3.8 113.4 11.0 

（水環境） 118.5 25.4 4.7 93.1 15.4 

（自然再生） 27.4 11.6 2.4 15.8 6.8 

（水辺整備） 7.5 3.0 2.5 4.5 10.6 

残事業 総合水系環境整備事業 117.4 10.7 11.0 106.7 31.9 

（水環境） 84.8 6.8 12.5 78.0 31.2 

（自然再生） 25.1 1.0 26.1 24.1 60.7 

（水辺整備） 7.5 3.0 2.5 4.5 10.6 
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【様式-1】 

事業の効果等 （水環境） 

・芦田川下流部の植生浄化施設のうち、瀬戸川合流部については整備が完了し、水

質の浄化効果が得られている。 

また、芦田川下流部については、実施中である。 

・八田原ダムの曝気循環施設は、平成 23 年度に 2 基追加導入が完了しており、ア

オコの発生が抑制されている。 

（自然再生） 

・芦田川河口堰の魚道は、平成 12 年度に設置が完了しており、回遊魚、回遊性動

物の魚道の利用が見られている。芦田川中上流部の魚道は、未着工であり効果は

未発現である。 

（水辺整備） 

・現時点で未着工であり、事業の効果は未発現である。 

社会情勢等の 

変化 

・芦田川沿川の福山市、府中市の人口は今後高齢化等により大きく減少することが

想定されている。 

・平成 16 年に市民、事業者、環境団体、行政等からなる「芦田川環境マネジメン

トセンター」により、流域が一体となった水質改善への取り組みが行われており、

水質改善に関する住民のニーズは依然として高い。 

・地元住民は、回遊魚が上流から下流まで行き来できる生息環境の整備を望んでい

る。また、水辺や高水敷へ、安全に近づけるように、アプローチ等の整備が求め

られている。 

事業の進捗状況 ・事業の進捗率は、62%（事業費ベース）である。（総事業費 31.7 億円のうち、

整備済みは 19.6 億円） 

事業の進捗の 

見込み 

（水環境） 

・地元住民から水質改善に対する地域要望は強く、事業実施にあたり、河川管理者、

下水道事業者、企業等、地域住民が一体となって取り組むこととしており、今後

事業を進捗する上で支障はない。 

（自然再生） 

・地元住民は、魚が回遊する環境整備の要望が強く、関係機関と連携して魚類の遡

上降下環境の改善を図ることとしており、今後事業を進捗する上で支障はない。 

（水辺整備） 

・水辺環境整備に対する地域要望は強く、地域からの要望等を踏まえ、地元自治体

等と連携しながら整備を進めることとしており、今後事業を進捗する上で支障は

ない。 

コスト縮減や 

代替案立案の 

可能性 

（水環境、水辺整備） 

・掘削で発生する残土を盛土等へ流用するなど整備費のコスト縮減を行う。また、

整備後の除草作業、清掃およびヨシの刈り取りなどについて地元からの支援体制

を確立することで、一層の維持管理費の削減を図る。 

（自然再生） 

・簡易魚道の設置などにより工事費の縮減を図る。 

（代替案について） 

・事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代替案を

検討する必要がないと考えている。 
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【様式-1】 

対応方針（案） 継続 

対応方針理由 以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、継続が妥当で

ある。 

今後の事業実施にあたっては、地域との協力体制を確立するとともに、新技術･

新工法等を活用し、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な事業の執

行に努める。 

その他 － 
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【様式-1】 

河川事業の完了箇所評価項目調書 

事業名（箇所名） 芦田川総合水系環境整備事業 

実施箇所 芦田川直轄管理区間 

当該基準 事業（箇所）完了後 5 年以内の事業 

事業諸元 （水環境） 

・曝
ば っ

気
き

循環
じゅんかん

施設（八
は っ

田原
た ば ら

ダム貯水池） 

曝気循環施設 

事業期間 平成 20 年度～平成 23 年度 

総事業費 2.6 億円 

目的・必要性 芦田川は、広島県三原市 大和
だ い わ

町 蔵宗
くらむね

を源に発し、世羅
せ ら

台地を貫流し 府中
ふちゅう

市を

経て 高屋
た か や

川等を合わせ、神辺
かんなべ

平野を流下し 瀬戸内
せ と う ち

備後灘
び ん ご な だ

に注ぐ一級河川である。 

流域には、人口規模が広島県第２の都市 福山
ふくやま

市があり、昭和３９年に「備後地区

工業整備特別地域」の指定を契機に、河口域には鉄鋼業などの大規模工場の立地及

び都市化が急速に進み、平成 10 年には「中核市」に移行し発展してきた。 

昭和５６年６月に芦田川河口堰が、平成１０年３月に 八
は っ

田原
た は ら

ダムが完成し、芦

田川の河川水は、農業用水、水道用水、工業用水として広く利用されており、地域

の生活、農業、産業の基盤を支えている。 

（水環境） 

《曝
ば っ

気
き

循環
じゅんかん

施設（八
は っ

田原
た ば ら

ダム貯水池）》 

八田原ダム建設時に湖内水質対策として曝気循環装置（４基）、支川流入対策とし

て植生浄化、土壌浄化等の水質対策を実施しているが、平成 15 年から貯水池内全

体にアオコの発生が見られるようになった（曝気循環装置４基設置時）。そのため、

八田原ダム貯水池の水質改善を図るものである。 

便益の主な根拠 【水環境】曝気循環施設  ＣＶＭ 

支払意志額(WTP)＝ 234 円/月/世帯、受益世帯数  14,512 世帯 

事業対効果分析

の算定根拠とな

った要因の変化 

総合水系環境 

整備事業 

事業費 予定工期 便益評価手法 

当  初 － － － 

事  後 2.6 億円 平成 20 年度～平成 23 年度 CVM 

B:総便益(億円) C:総費用(億円) B/C B-C EIRR(%) 基準年度 

当  初 － － － － － － 

事  後 9.9 4.0 2.4 5.8 11.8 平成26年度 

事業効果の発現

状況 

（水環境） 

平成 15 年から貯水池内全体にアオコの発生が見られていたが（４基設置時）、２ 

基追加導入後は以前のような異臭を発生させるほどの濃度の高いアオコの発生は抑

制されている。 

事業実施による

環境の変化 

曝気循環施設の 2 基追加導入により、八田原ダム貯水池のアオコの発生が抑制さ

れた。 

社会経済情勢の

変化 

ダム流域の世羅町の人口は平成 22 年現在で約 18 千人であり、今後高齢化等に

より大きく減少することが想定されている。  

ダム湖周辺では様々なイベントが開催されており、毎年多数の来客者が見られ、

ダム湖周辺の水環境への関心は高いものとなっている。 
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【様式-1】 

今後の事業評価

の必要性 

本事業は十分な事業効果を発現しており、今後とも当初目的とした八田原ダム貯

水池の水質改善が見込まれることから、今後は個別箇所としての評価を実施する必

要はない。 

改善措置の必要

性 

事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、今後の改善措置の必

要性はない。 

対応方針（案） 上記の視点から、本事業の整備効果は発現しており、今後とも当初目的の八田原

ダム貯水池の水質改善が見込まれることから、今後は個別箇所としての評価を実施

する必要はない。 

また、事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、今後の改善措

置の必要性はない。今後は、定期的な水質調査、ダム等管理フォローアップ委員会

などを活用して、継続的に事業効果の発現についてモニタリングを行う。 
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行
わ

れ
て

お
り

、
多

数
の

来
訪

者
が

見
ら

れ
る

。

P
O

M
周

辺
河

川
敷

（
環

境
学

習
）

河
口

堰
湛

水
区

間
（

ボ
ー

ト
競

技
)

河
川

敷
の

利
用

状
況

生
物

観
察

会
（

八
田

原
ダ

ム
）

河
佐

峡
（

水
遊

び
・

キ
ャ

ン
プ

）

ｳ
ｫ
ｰ
ｷﾝ

ｸﾞ
ｲ
ﾍﾞ

ﾝ
ﾄ（

八
田

原
ダ

ム
）

9



２
-
２

. 
芦

田
川

水
系

の
河

川
環

境
に

関
す

る
課

題
２

-
２

. 
芦

田
川

水
系

の
河

川
環

境
に

関
す

る
課

題

◆
水

環
境

下
流

部
で

は
、

下
水

道
整

備
の

遅
れ

等
に

よ
り

、
生

活
雑

排
水

等
が

河
川

へ
排

出
さ

れ
、

水
質

が
悪

化
し

て
い

る
。

河
口

堰
湛

水
区

間
で

は
、

環
境

基
準

を
満

足
し

て
い

な
い

状
況

に
あ

り
、

河
川

の
景

観
や

河
川

利
用

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

。

ま
た

、
上

流
部

の
八

田
原

ダ
ム

に
お

い
て

も
、

平
成

1
5

年
よ

り
貯

水
池

全
体

に
ア

オ
コ

の
発

生
が

み
ら

れ
た

。
（

H
2

3
事

業
完

了
）

◆
動

植
物

の
生

息
・

生
育

環
境

◆
河

川
空

間
利

用
下

流
部

か
ら

中
流

部
の

河
川

敷
に

は
、

公
園

や
グ

ラ
ン

ド
等

が
整

備
さ

れ
て

い
る

が
、

水
辺

へ
近

づ
く

こ
と

が
で

き
る

場
所

が
限

ら
れ

て
い

る
こ

と
や

堤
防

上
面

が
車

道
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

沿
川

地
域

か
ら

水
辺

や
河

川
敷

へ
近

づ
き

に
く

く
な

っ
て

い
る

。

下
流

部
の

河
口

堰
湛

水
区

間
に

お
い

て
は

、
浅

場
環

境
が

少
な

い
た

め
、

抽
水

植
物

、
沈

水
植

物
等

の
水

際
植

生
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

。
中

上
流

域
に

お
い

て
は

、
魚

道
の

な
い

横
断

工
作

物
（

１
１

箇
所

）
が

あ
り

、
回

遊
魚

の
魚

類
の

遡
上

降
下

の
妨

げ
と

な
っ

て
い

る
。

八
田

原
ダ

ム
の

ア
オ

コ
の

発
生

状
況

水
辺

に
近

づ
き

に
く

い
護

岸
（

１
９

ｋ
0

0
0

付
近

）
植

生
が

な
い

護
岸

（
６

ｋ
４

0
0

付
近

）
遡

上
降

下
を

妨
げ

て
い

る
横

断
構

造
物

（
4

0
ｋ

3
9

0
付

近
[南

坊
井

堰
]）
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芦
田

川
で

は
こ

れ
ま

で
環

境
整

備
事

業
と

し
て

、
水

環
境

（
植

生
浄

化
等

）
、

水
辺

整
備

（
中

津
原

下
流

地
区

護
岸

整
備

、
府

中
地

区
護

岸
整

備
等

）
、

自
然

再
生

（
河

口
堰

魚
道

）
に

つ
い

て
実

施
し

て
き

た
。

「
中

津
原

下
流

地
区

」
、

「
土

生
地

区
」

、
「

府
中

地
区

」
で

は
、

護
岸

整
備

後
、

小
学

生
や

各
種

団
体

等
に

よ
る

環
境

学
習

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

環
境

学
習

（
中

津
原

下
流

地
区

）

環
境

学
習

（
土

生
地

区
）

環
境

学
習

（
府

中
地

区
）

カ
ヌ

ー
に

よ
る

利
用

（
土

生
地

区
）

散
策

に
よ

る
利

用

（
中

津
原

下
流

地
区

）

水
辺

整
備

完
成

後
状

況

2
-
3

. 
芦

田
川

水
系

の
こ

れ
ま

で
の

環
境

整
備

事
業

の
取

組
み

2
-
3

. 
芦

田
川

水
系

の
こ

れ
ま

で
の

環
境

整
備

事
業

の
取

組
み

11



３
. 
事

業
内

容
３

. 
事

業
内

容

⑥
曝
気
循
環
施
設
（八

田
原
ダ
ム
貯
水
池
）

④
魚

道
整

備
（
芦

田
川

中
上

流
部
）

④
魚

道
整

備
（
芦

田
川

中
上

流
部
）

⑤
新
市
地
区
護
岸
整
備

②
芦
田
川
下
流
植
生
浄
化
（芦

田
川
下
流
部
）

①
芦
田
川
下
流
植
生
浄
化
（瀬

戸
川
合
流
部
）

③
魚

道
整

備
（
芦

田
川

河
口

堰
）

凡
例

緑
：
計

画
（
④

・
⑤

）

赤
：
実

施
中

（
②

）

黒
：
完

成
（
①

・
③

・
⑥

）

凡
例

基
準

地
点

主
要

地
点

既
設

ダ
ム

流
域

界

県
界

市
町

村
界

（
･）

（
･）

評
価

区
分

N
o
.

河
川

名
事

業
名

市
事

業
年

度
事

業
内

容
事

業
費

（
百

万
円

）
評

価
手

法
備

　
　

考

①
芦

田
川

【
水

環
境

】
　

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

瀬
戸

川
合

流
部

）
福

山
市

H
1
7
～

H
2
3

植
生

浄
化

施
設

整
備

工
9
7
1

②
芦

田
川

【
水

環
境

】
　

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

芦
田

川
下

流
部

）
福

山
市

H
2
5
～

（
実

施
中

）
掘

削
工

、
植

生
浄

化
施

設
整

備
工

9
2
0

③
芦

田
川

【
自

然
再

生
】

魚
道

整
備

（
芦

田
川

河
口

堰
）

福
山

市
H
1
1
～

H
1
2

魚
道

設
置

5
4
9

④
芦

田
川

【
自

然
再

生
】

魚
道

整
備

（
芦

田
川

中
上

流
部

）
福

山
市

、
府

中
市

（
計

画
）

魚
道

設
置

1
0
0

⑤
芦

田
川

【
水

辺
整

備
】

新
市

地
区

護
岸

整
備

福
山

市
（

計
画

）
護

岸
、

坂
路

等
3
5
8

T
C
M

⑥
芦

田
川

【
水

環
境

】
　

曝
気

循
環

施
設

（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

福
山

市
H
2
0
～

H
2
3

曝
気

施
設

整
備

2
6
4

C
V
M

完
了

箇
所

評
価

※
「

①
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

（
瀬

戸
川

合
流

部
）

」
は

「
②

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

芦
田

川
下

流
部

）
」

と
一

括
評

価
す

る
。

※
「

③
魚

道
整

備
（

芦
田

川
河

口
堰

）
」

は
「

④
魚

道
整

備
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

」
と

一
括

評
価

す
る

。

再
評

価

C
V
M

C
V
M
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①
【

水
環

境
】

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

瀬
戸

川
合

流
部

）
H

1
7

～
H

2
3

②
【

水
環

境
】

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

芦
田

川
下

流
部

）
H

2
5

～
（

実
施

中
）

整
備

目
的

：
芦

田
川

下
流

域
の

水
質

改
善

を
行

う
。

現
状

と
課

題
：

芦
田

川
下

流
部

で
は

、
生

活
排

水
等

の
流

入
や

動
植

物
に

よ
る

自
然

浄
化

機
能

(自
然

が
本

来
持

っ
て

い
る

浄
化

機
能

)が
低

い
こ

と
に

よ
り

、
水

質
が

悪
化

し
て

お
り

、
環

境
基

準
(B

O
D

※
:3

m
g
/
l)
を

満
足

で
き

な
い

状
態

が
続

い
て

い
る

。
ま

た
、

リ
ン

濃
度

が
高

く
芦

田
川

河
口

堰
湛

水
域

で
は

ア
オ

コ
の

発
生

が
見

ら
れ

る
。

整
備

内
容

：
掘

削
工

、
植

生
浄

化
施

設
整

備
工

事
業

の
効

果
：

河
岸

植
生

帯
の

創
出

に
よ

り
生

物
の

生
息

・
生

育
・

繁
殖

の
場

が
回

復
す

る
と

と
も

に
、

自
然

浄
化

機
能

の
向

上
に

よ
り

水
質

が
改

善
さ

れ
る

。
事

業
費

：
瀬

戸
川

合
流

部
：

9
7

1
百

万
円

芦
田

川
下

流
部

：
9

2
0

百
万

円

４
-
1

. 
整

備
内

容
４

-
1

. 
整

備
内

容

【
整

備
後

（
イ

メ
ー

ジ
）
】

【
整

備
前

】

位
置

図

②
芦
田
川
下
流
浄
化
施
設

（
芦
田
川
下
流
地
区
）

▽
芦

田
川

抽
水

植
物

帯
（
ヨ

シ
等

）
既

存
植

生
（
ヤ

ナ
ギ

）

植
生

帯
整

備

現
況

中
州

▽
芦

田
川

浅
場

環
境

の
創

出

現
況

高
水

敷

抽
水

植
物

帯
（

ヨ
シ

等
）

 

基
盤

盛
土

護
岸

 

自
然

植
生

帯
の

整
備

に
よ

り
、

生
物

の
生

息
・

生
育

・
繁

殖
の

場
の

回
復

と
自

然
浄

化
機

能
が

向
上

し
ま

す
。

自
然

植
生

帯
の

少
な

く
、

自
然

浄
化

機
能

が
低

い
状

況
で

す
。

H
2
3
年
撮
影

整
備

前
の

状
況

※
B

O
D

（
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
）

：
微

生
物

が
汚

濁
物

質
（

有
機

物
）

を
分

解
す

る
と

き
に

必
要

と
さ

れ
る

酸
素

量
を

数
値

で

示
し

た
も

の
で

、
こ

の
数

値
が

大
き

い
ほ

ど
水

質
汚

濁
が

進
ん

で
い

る
。

【
植

生
浄

化
と

は
】

・
植

物
が

成
長

す
る

た
め

に
リ

ン
や

窒
素

を
吸

収
す

る
特

性
を

利
用

し
て

、
河

川
中

の
リ

ン
や

窒
素

を
浄

化
す

る
も

の
で

す
・

そ
の

他
に

、
植

物
に

付
着

す
る

微
生

物
等

の
分

解
に

よ
り

、
河

川
中

の
汚

濁
物

質
の

除
去

も
期

待
で

き
ま

す

①
芦
田
川
下
流
浄
化
施
設

（
瀬
戸
川
合
流
部
）

整
備

後
の

効
果

瀬
戸

川
合

流
部

で
は

完
了

し
た

た
め

、
以

下
の

効
果

を
確

認
し

て
お

り
、

芦
田

川
下

流
部

に
お

い
て

も
同

様
の

効
果

が
見

込
ま

れ
ま

す
。

・
水

際
に

ヨ
シ

帯
が

生
育

し
、

コ
イ

や
フ

ナ
な

ど
の

魚
類

の
産

卵
等

で
利

用
・

ヨ
シ

帯
に

よ
る

リ
ン

の
吸

収
等

に
よ

り
、

リ
ン

濃
度

が
改

善

水
際
の
ヨ
シ
帯

フ
ナ
の
産
卵
状
況

瀬
戸
川
整

備
状
況
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４
-
１

. 
整

備
内

容
４

-
１

. 
整

備
内

容

③
【

自
然

再
生

】
魚

道
整

備
（

芦
田

川
河

口
堰

）
H

1
1

～
H

1
2

④
【

自
然

再
生

】
魚

道
整

備
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

（
計

画
）

整
備

目
的

：
魚

類
の

遡
上

降
下

環
境

の
改

善
を

図
る

。
現

状
と

課
題

：
芦

田
川

中
上

流
部

で
は

、
魚

道
の

設
置

さ
れ

て
い

な
い

横
断

工
作

物
に

よ
り

上
下

流
が

分
断

さ
れ

、
魚

類
の

遡
上

降
下

が
遮

ら
れ

縦
断

方
向

の
連

続
性

が
分

断
さ

れ
て

い
る

。
整

備
内

容
：

魚
道

設
置

事
業

の
効

果
：

魚
道

の
設

置
に

よ
り

魚
類

の
遡

上
降

下
環

境
の

改
善

さ
れ

、
縦

断
方

向
の

連
続

性
が

確
保

さ
れ

る
。

事
業

費
：

河
口

堰
魚

道
：

5
4

9
百

万
円

中
上

流
部

魚
道

：
1

0
0

百
万

円

名
称

距
離

標
管

理
者

落
差

(m
)

①
大

井
手

頭
首

工
4
1
k9

5
0

府
中

市
1
.0

0

②
亀

木
頭

首
工

4
0
k7

9
0

府
中

市
0
.8

0

③
南

坊
井

堰
4
0
k3

9
0

国
土

交
通

省
1
.2

0

④
矢

野
原

頭
首

工
3
8
k2

0
0

府
中

市
1
.6

0

⑤
渕

頭
首

工
3
4
k8

2
0

府
中

市
1
.2

0

⑥
橋

本
頭

首
工

3
3
k3

0
0

府
中

市
1
.4

0

⑦
渕

原
頭

首
工

3
2
k2

8
0

国
土

交
通

省
1
.1

0

⑧
平

岩
井

堰
3
1
k8

1
0

平
岩

井
堰

関
係

者
代

表
1
.1

0

⑨
父

石
大

井
手

堰
3
1
k5

0
0

府
中

市
0
.8

5

⑩
新

市
床

固
2
1
k8

1
0

国
土

交
通

省
0
.9

0

⑪
近

田
床

固
1
9
k1

9
0

国
土

交
通

省
0
.9

8
/
0
.3

9

▼
魚
道
の
な
い
堰
、
床
固
工

※
国

土
交

通
省

が
管

理
す

る
堰

・
床

固
工

以
外

の
施

設
に

つ
い

て
は

、

当
該

施
設

の
改

築
時

に
関

係
機

関
と

協
力

し
て

魚
道

な
ど

を
整

備
す

る
。

※
は

、
整

備
対

象
の

堰
、

床
固

工

【
整

備
前

（
現

状
）
】

・
魚

道
の

設
置

さ
れ

て
い

な
い

横
断

工
作

物
に

よ
り

上
下

流
が

分
断

さ
れ

、
魚

類
の

遡
上

降
下

が
遮

ら
れ

て
い

ま
す

。

【
整

備
後

】

・
魚

道
の

設
置

に
よ

り
魚

類
の

遡
上

降
下

環
境

が
改

善
し

、
縦

断
方

向
の

連
続

性
が

確
保

さ
れ

ま
す

。

位
置

図
位

置
図

④
魚
道
整
備

③
芦

田
川

河
口

堰
魚

道
整

備

整
備

後
の

状
況

（
河

口
堰

魚
道

）

平
成

2
6
年

6
月

撮
影

整
備

前
の

状
況

（
河

口
堰

魚
道

）

平
成

1
0
年

頃
撮

影

整
備

後
の

効
果

芦
田

川
河

口
堰

の
魚

道
整

備
で

は
以

下
の

効
果

を
確

認
し

て
お

り
、

芦
田

川
中

上
流

部
の

魚
道

整
備

に
お

い
て

も
、

同
様

の
効

果
が

見
込

ま
れ

る
。

・
ウ

ナ
ギ

、
シ

ラ
ス

ウ
ナ

ギ
、

ア
ユ

、
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

類
な

ど
の

回
遊

魚
の

遡
上

を
確

認
・

モ
ズ

ク
ガ

ニ
、

テ
ナ

ガ
エ

ビ
、

ス
ジ

エ
ビ

な
ど

の
回

遊
性

動
物

の
遡

上
を

確
認
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４
-
１

. 
整

備
内

容
４

-
１

. 
整

備
内

容

⑤
【

水
辺

整
備

】
新

市
地

区
護

岸
整

備
（

計
画

）
整

備
目

的
：

地
域

住
民

が
安

全
に

水
辺

を
利

用
で

き
、

河
川

巡
視

な
ど

の
河

川
管

理
も

安
全

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

護
岸

、
坂

路
等

の
整

備
を

行
う

。
現

状
と

課
題

：
新

市
地

区
の

川
沿

い
は

、
運

動
公

園
と

し
て

整
備

さ
れ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
散

策
等

の
場

と
し

て
、

地
域

住
民

の
方

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
現

状
で

は
坂

路
や

階
段

も
な

く
安

全
に

水
辺

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
整

備
内

容
：

護
岸

、
坂

路
等

事
業

の
効

果
：

坂
路

等
の

整
備

に
よ

り
、

安
全

に
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

。
河

川
巡

視
な

ど
の

河
川

管
理

も
安

全
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

事
業

費
：

3
6

3
百

万
円

▲
整

備
箇

所

芦 田 川佐
賀
田
橋

【
整

備
前

（
現

状
）
】

【
整

備
後

（
イ

メ
ー

ジ
）
】

・
護

岸
、

坂
路

等
を

整
備

し
ま

す
。

・
水

辺
に

近
づ

き
や

す
く

な
り

、
安

全
に

水
辺

の
利

用
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

・
坂

路
や

管
理

用
通

路
が

な
く

、
安

全
に

水
辺

に
近

づ
き

に
く

い
状

況
で

す
。

新
市

地
区

護
岸

整
備

位
置

図

⑤
新
市
地
区
護
岸
整
備

平
成

2
6
年

1
0
月

撮
影

整
備

前
の

状
況

（
現

状
）
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4
-
1

. 
整

備
内

容
（

完
了

箇
所

評
価

）
4

-
1

. 
整

備
内

容
（

完
了

箇
所

評
価

）

⑥
【

水
環

境
】

完
了

箇
所

（
曝

気
循

環
施

設
（

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

）
）

H
2

0
～

H
2

3
整

備
目

的
：

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
改

善
を

行
う

。
現

状
と

課
題

：
八

田
原

ダ
ム

建
設

時
に

湖
内

対
策

と
し

て
曝

気
循

環
装

置
（

４
基

）
、

支
川

流
入

対
策

と
し

て
植

生
浄

化
、

土
壌

浄
化

等
の

水
質

対
策

を
実

施
し

て
い

る
が

、
平

成
1

5
年

か
ら

貯
水

池
内

全
体

に
ア

オ
コ

の
発

生
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

（
４

基
設

置
時

）
。

整
備

内
容

：
曝

気
施

設
整

備
事

業
の

効
果

：
曝

気
循

環
装

置
の

２
基

追
加

導
入

に
よ

り
、

水
温

躍
層

を
無

く
し

、
植

物
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
を

光
合

成
が

起
き

に
く

い
下

層
へ

移
動

さ
せ

、
増

殖
が

抑
え

ら
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
ア

オ
コ

の
発

生
が

抑
制

さ
れ

る
。

事
業

費
：

2
6

4
百

万
円

位
置

図
⑥
八
田
原
ダ
ム
貯
水
池

（
曝
気
循
環
施
設
）

【
整

備
前

】
【
整

備
後

】

平
成

1
5

年
度

よ
り

貯
水

池
内

全
体

に
ア

オ
コ

の
発

生
が

見
ら

れ
た

。
曝

気
循

環
装

置
を

追
加

導
入

し
、

貯
水

池
内

全
体

で
の

ア
オ

コ
発

生
が

抑
制

さ
れ

た
。

凡
例

:曝
気

循
環

装
置

(既
設

)

:曝
気

循
環

装
置

(追
加

導
入

)

追
加

導
入

・
平

成
２

２
年

度
に

追
加

の
曝

気
循

環
装

置
２

基
を

設
置

し
、

計
６

基
で

運
用

を
開

始
し

て
い

る
。

・
曝

気
循

環
装

置
の

追
加

に
よ

り
、

以
前

よ
り

さ
ら

に
湖

内
の

水
を

よ
り

効
果

的
に

循
環

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、

以
前

の
よ

う
な

異
臭

を
発

生
さ

せ
る

ほ
ど

の
濃

度
の

高
い

ア
オ

コ
の

発
生

は
抑

制
さ

れ
て

い
る

。

整
備

後
の

効
果

平
成

1
7
年

整
備

前
の

状
況

（
曝

気
施

設
：
４

基
設

置
時

）
整

備
後

の
状

況
（
４

基
＋

２
基

追
加

導
入

後
）

平
成

2
6
年

7
月

平
成

2
0
年

7
月

の
ア

オ
コ

発
生

の
状

況
（
ス

カ
ム

状
に

な
り

腐
敗

臭
が

発
生

）
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01

1
0

1
0
0

1
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

Microcystis属(細胞数/mL)
4

-
1

.整
備

内
容

（
完

了
箇

所
の

効
果

）
4

-
1

.整
備

内
容

（
完

了
箇

所
の

効
果

）

・
曝

気
循

環
装

置
２

基
追

加
導

入
（

４
基

運
用

→
６

基
運

用
）

し
た

平
成

2
２

年
度

以
前

と
以

降
の

水
質

状
況

を
比

較
す

る
と

、
2

基
追

加
導

入
後

は
、

夏
季

、
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
a
が

減
少

し
、

p
H

も
環

境
基

準
6

.5
～

8
.5

を
概

ね
満

足
し

て
い

る
。

・
曝

気
循

環
装

置
２

基
追

加
導

入
に

よ
り

、
藍

藻
の

発
生

は
抑

制
さ

れ
、

ア
オ

コ
原

因
種

で
あ

る
藍

藻
類

（
ミ

ク
ロ

キ
ス

テ
ィ

ス
）

の
出

現
は

、
2

基
追

加
導

入
後

は
水

質
障

害
が

発
生

す
る

レ
ベ

ル
以

下
に

あ
る

。

0

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

細胞数(細胞数/mL)

【
植

物
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

経
年

変
化

】

【
pH

、
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
aの

経
年

変
化

】

藍
藻

珪
藻

緑
藻

そ
の

他

【
M

ic
ro

c
ys

ti
s属

の
経

年
変

化
】

水
質
障
害
が
発
生
す
る
レ
ベ
ル
（
1
0
4
細
胞
数
/
m
L
以
上
）

資
料

：
曝

気
循

環
施

設
及

び
選

択
取

水
設

備
の

運
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
案

）

副
基

準
点

（
宇

津
戸

川
）

副
基

準
点

（
本

川
）

基
準

点

【
八

田
原

ダ
ム

基
準

地
点

の
曝

気
循

環
施

設
の

効
果

】

平
成

1
7
年

（
曝

気
施

設
：
４

基
設

置
時

）

平
成

2
6
年

7
月

（
４

基
＋

２
基

追
加

導
入

後
）

６
基

設
置

表
層

の
最

大
C

h
l-

a減
少

４
基

設
置

表
層

中
層

底
層

藍
藻

類
（
ミ

ク
ロ

キ
ス

テ
ィ

ス
）
発

生
抑

制

ア
オ

コ
湖

面
全

面
に

発
生

（
平

成
1
7

年
、

平
成

2
0
年

）

p
H

56789

1
0

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

環
境

基
準

湖
沼

A
類

型
上

限
:
8
.
5

環
境

基
準

湖
沼

A
類

型
下

限
:
6
.
5

1
0
.
1

夏
季

の
表

層
pH

減
少

C
hl

-a
(ｸ

ﾛﾛ
ﾌｨ

ﾙ
a)

基
準

点
（表

層
）

ｐ
ｈ

（夏
季

：7
月

～
9月

）
（-

）
（㎍

／
L）

　
環

境
基

準
類

型
　

　
　

湖
沼

Ａ
6.

5～
8.

5
－

　
目

標
値

－
夏

季
20

以
下

　
基

準
点

実
測

値

　
（4

基
運

転
：H

9年
度

～
H

22
年

度
）

　
基

準
点

実
測

値

　
（6

基
運

転
：H

23
年

度
～

H
25

年
度

）

7.
9

7.
6

23
.5

12
.6
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（
１

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

調
査

範
囲

の
設

定

【
水

環
境

、
自

然
再

生
】

Ｃ
Ｖ

Ｍ
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

【
水

辺
整

備
】

Ｔ
Ｃ

Ｍ
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
の

調
査

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

Ｂ
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

Ｂ
／

Ｃ
】

の
算

定

総
便

益
【

Ｂ
】

総
費

用
【

Ｃ
】

総
事

業
費

の
算

定

総
費

用
【

Ｃ
】

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

●
調

査
範

囲
の

設
定

方
針

：
下

記
の

理
由

か
ら

前
回

調
査

時
（

H
2

3
）

結
果

を
踏

襲
す

る
。

①
前

回
調

査
範

囲
の

人
口

、
世

帯
数

や
、

事
業

箇
所

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
改

善
さ

れ
る

道
路

整
備

等
、

流
域

や
近

隣
の

社
会

環
境

に
つ

い
て

、
前

回
調

査
を

実
施

し
た

平
成

２
３

年
度

か
ら

大
き

な
変

化
が

な
く

、
利

用
圏

域
が

大
き

く
変

化
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

。

②
前

回
調

査
を

実
施

し
た

平
成

２
３

年
度

か
ら

整
備

内
容

に
大

き
な

変
更

が
な

い
こ

と
か

ら
、

住
民

の
認

知
度

等
に

対
す

る
考

え
方

が
変

化
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

。
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４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

●
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
方

針
①

②
【

水
環

境
】

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

瀬
戸

川
合

流
部

、
芦

田
川

下
流

部
）

（
C

V
M

）

：
下

記
の

理
由

か
ら

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
回

評
価

の
便

益
算

定
を

行
う

。

・
前

回
評

価
時

か
ら

整
備

が
進

捗
し

て
お

り
、

残
事

業
費

が
変

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

適
正

に
再

評
価

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

。

③
④

【
自

然
再

生
】

魚
道

整
備

（
芦

田
川

河
口

堰
、

芦
田

川
中

上
流

部
）

（
C

V
M

）

⑤
【

水
辺

整
備

】
新

市
地

区
護

岸
整

備
（

T
C

M
）

：
下

記
の

理
由

か
ら

前
回

評
価

時
の

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

踏
襲

す
る

と
と

も
に

、
今

回
評

価
の

便
益

と
す

る
。

・
前

回
評

価
時

か
ら

事
業

が
進

捗
し

て
お

ら
ず

、
事

業
費

、
需

要
量

（
人

口
、

世
帯

数
）

に
大

き
な

変
化

が
な

い
た

め
。

⑥
【

水
環

境
】

曝
気

循
環

施
設

（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

（
C

V
M

）

：
下

記
の

理
由

か
ら

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
回

評
価

の
便

益
算

定
を

行
う

。

・
前

回
評

価
時

か
ら

整
備

が
完

了
し

て
お

り
、

事
業

費
が

確
定

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
適

正
に

再
評

価
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
。

（
２

）
便

益
の

計
測

「
河

川
に

係
わ

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

H
2

2
.3

」
に

基
づ

き
、

評
価

を
行

っ
た

。

◆
C

V
M

（
仮

想
市

場
法

）
の

場
合

⇒
年

便
益

＝
1

世
帯

当
た

り
の

1
年

間
の

支
払

意
思

額
（

W
T

P
）

×
集

計
世

帯
数

◆
T

C
M

（
ト

ラ
ベ

ル
コ

ス
ト

法
）

の
場

合

⇒
整

備
前

後
の

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
の

需
要

曲
線

を
推

定
し

、
整

備
前

後
の

需
要

曲
線

の
差

分
を

年
便

益
（

消
費

者
余

剰
）

と
し

て
計

測
す

る
。
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４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
３

）
調

査
範

囲
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
Ｃ

Ｖ
Ｍ

）

①
②

【
水

環
境

】
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

（
瀬

戸
川

合
流

部
、

芦
田

川
下

流
部

）
（

C
V

M
）

⇒
前

回
評

価
時

（
H

2
3

）
の

調
査

結
果

を
用

い
た

。
（

利
用

が
確

認
さ

れ
る

事
業

箇
所

か
ら

１
５

ｋ
ｍ

の
世

帯
を

対
象

。
）

凡
例

流
域

界

市
町

村
界

プ
レ

テ
ス

ト
範

囲

本
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

便
益

算
定

範
囲

福
山

市

府
中

市
世

羅
町

井
原
市

尾
道

市
三

原
市

神
石

高
原

町
20

km
圏

本
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

①
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

（
瀬

戸
川

合
流

部
）

②
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

（
芦

田
川

下
流

部
）

15
km

①
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

(瀬
戸

川
合

流
部

）
②

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
(芦

田
川

下
流

部
)
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４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
３

）
調

査
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
Ｃ

Ｖ
Ｍ

）

③
④

【
自

然
再

生
】

魚
道

整
備

（
芦

田
川

河
口

堰
、

芦
田

川
中

上
流

部
）

（
C

V
M

）
⇒

前
回

評
価

時
（

H
2

3
）

の
調

査
結

果
を

用
い

た
。

（
河

川
の

認
識

、
事

業
へ

の
賛

同
率

の
高

い
、

事
業

箇
所

か
ら

3
k
m

の
世

帯
を

対
象

。
）

福
山

市

府
中

市

世
羅

町

井
原
市

尾
道

市

三
原

市

神
石

高
原

町

本
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

④
魚

道
整

備
（
芦

田
川

河
口

堰
）

⑤
魚

道
整

備
(芦

田
川

中
上

流
部

）
３

km

④
魚

道
整

備
（
芦

田
川

中
上

流
部

）

③
魚

道
整

備
（
芦

田
河

口
堰

）

20
km

圏

凡
例

流
域

界

市
町

村
界

プ
レ

テ
ス

ト
範

囲

本
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

便
益

算
定

範
囲
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４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
３

）
調

査
範

囲
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
Ｃ

Ｖ
Ｍ

）

⑥
【

水
環

境
】

曝
気

循
環

施
設

（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

（
C

V
M

）
⇒

前
回

評
価

時
（

H
2

3
）

の
調

査
結

果
を

用
い

た
。

（
河

川
の

認
識

が
高

く
、

利
用

が
確

認
さ

れ
る

、
事

業
箇

所
か

ら
１

０
ｋ

ｍ
の

世
帯

を
対

象
。

）

福
山

市

府
中

市
世

羅
町

井
原

市

尾
道

市

三
原

市

神
石

高
原

町

本
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

⑥
曝

気
循

環
施

設
（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

10
km

⑥
曝

気
循

環
施

設
（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

20
km

圏

凡
例

流
域

界

市
町

村
界

プ
レ

テ
ス

ト
範

囲

本
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

便
益

算
定

範
囲
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【
水

環
境

】
Ｃ

Ｖ
Ｍ

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（

平
成

2
6

年
8

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）
・

当
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
効

果
を

掲
示

し
、

多
段

階
二

項
選

択
（

8
段

階
）

を
採

用
し

て
整

備
を

行
う

た
め

の
支

払
意

思
額

（
Ｗ

Ｔ
Ｐ

)を
問

う
。

・
得

ら
れ

た
有

効
回

答
か

ら
、

当
事

業
の

支
払

意
思

額
（

Ｗ
Ｔ

Ｐ
）

を
求

め
る

。
・

年
便

益
は

「
Ｗ

Ｔ
Ｐ

×
１

２
ヶ

月
×

受
益

世
帯

数
」

に
よ

り
算

定
。

C
V

M

【
こ

れ
ら

の
事

業
が

実
施

さ
れ

る
た

め
に

あ
な

た
は

毎
月

い
く

ら
支

払
っ

て
も

良
い

と
思

い
ま

す
か

】
①

②
【

水
環

境
】

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化

(瀬
戸

川
合

流
部

、
芦

田
川

下
流

部
)

(１
)

毎
月

５
０

円
(年

間
あ

た
り

６
０

０
円

)

(２
)

毎
月

１
０

０
円

(年
間

あ
た

り
１

，
２

０
０

円
)

(３
)

毎
月

２
０

０
円

(年
間

あ
た

り
２

，
４

０
０

円
)

(４
)

毎
月

３
０

０
円

(年
間

あ
た

り
３

，
６

０
０

円
)

(５
)

毎
月

５
０

０
円

(年
間

あ
た

り
６

，
０

０
０

円
)

(６
)

毎
月

７
０

０
円

(年
間

あ
た

り
８

，
４

０
０

円
)

(７
)

毎
月

１
，

０
０

０
円

(年
間

あ
た

り
１

２
，

０
０

０
円

)

(８
)

毎
月

２
，

０
０

０
円

(年
間

あ
た

り
２

４
，

０
０

０
円

)

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

【
水

環
境

】
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

（
①

瀬
戸

川
合

流
部

、
②

芦
田

川
下

流
部

）

全
体

事
業

（
①

,②
）

：
支

払
意

志
額

(W
T

P
)＝

2
9

7
円

/
月

/
世

帯
受

益
世

帯
数

1
4

9
,4

1
6

世
帯

残
事

業
（

②
）

：
支

払
意

志
額

(W
T

P
)＝

2
8

9
円

/
月

/
世

帯
受

益
世

帯
数

1
4

9
,4

1
6

世
帯

（
年

便
益

）

【
水

環
境

】
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

（
①

瀬
戸

川
合

流
部

、
②

芦
田

川
下

流
部

）

全
体

事
業

（
①

,②
）

：
5

3
3

百
万

円
/
年

（
＝

2
9

7
円

/
月

/
世

帯
×

1
2

ヶ
月

×
1

4
9

,4
1

6
世

帯
）

残
事

業
（

②
）

：
5

1
8

百
万

円
/
年

（
＝

2
8

7
円

/
月

/
世

帯
×

1
2

ヶ
月

×
1

4
9

,4
1

6
世

帯
）

（
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
・

有
効

回
答

率
）

※
①

～
②

は
左

表
の

事
業

名
及

び
整

備
箇

所
を

示
す

全
事

業
残

事
業

①
②

②

配
布

数
２

，
５

０
０

２
，

５
０

０

回
収

数
8

6
2

8
6

2

回
収

率
3

5
％

3
5

％

有
効

回
答

数
5

2
5

5
5

3

有
効

回
答

率
6

1
％

6
4

％

支
払

意
志

額
（

全
体

事
業

）

①
②

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
00
%

0
5
00

1
00
0

1
50
0

2
00
0

2
50
0

賛同率

支
払

い
意

志
額

(円
/月

/世
帯

)

実
測

値
推
定

曲
線

W
T
P平

均
値

2
9
7円

/
月

/世
帯

※
最
大

提
示
額

で
裾
切

り
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【
自

然
再

生
】

Ｃ
Ｖ

Ｍ
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（

平
成

2
3

年
9

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）
・

当
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
効

果
を

掲
示

し
、

多
段

階
二

項
選

択
（

8
段

階
）

を
採

用
し

て
整

備
を

行
う

た
め

の
支

払
意

思
額

（
Ｗ

Ｔ
Ｐ

)を
問

う
。

・
得

ら
れ

た
有

効
回

答
か

ら
、

当
事

業
の

支
払

意
思

額
（

Ｗ
Ｔ

Ｐ
）

を
求

め
る

。
・

年
便

益
は

「
Ｗ

Ｔ
Ｐ

×
１

２
ヶ

月
×

受
益

世
帯

数
」

に
よ

り
算

定
。

C
V

M

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

【
自

然
再

生
】

魚
道

整
備

（
③

芦
田

川
河

口
堰

、
④

芦
田

川
中

上
流

部
）

全
体

事
業

（
③

,④
）

：
支

払
意

志
額

(W
T

P
)＝

2
6

9
円

/
月

/
世

帯
受

益
世

帯
数

4
7

,9
3

9
世

帯

残
事

業
（

④
）

：
支

払
意

志
額

(W
T

P
)＝

2
4

7
円

/
月

/
世

帯
受

益
世

帯
数

4
7

,9
3

9
世

帯

（
年

便
益

）

【
自

然
再

生
】

魚
道

整
備

全
体

事
業

：
1

5
5

百
万

円
/
年

（
＝

2
6

9
円

/
月

/
世

帯
×

1
2

ヶ
月

×
4

7
,9

3
9

世
帯

）

残
事

業
：

1
4

2
百

万
円

/
年

（
＝

2
4

7
円

/
月

/
世

帯
×

1
2

ヶ
月

×
4

7
,9

3
9

世
帯

）

支
払

意
志

額
（

全
体

事
業

）
【

こ
れ

ら
の

事
業

が
実

施
さ

れ
る

た
め

に
あ

な
た

は
毎

月
い

く
ら

支
払

っ
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

か
】

③
④

【
自

然
再

生
】

魚
道

整
備

(芦
田

川
河

口
堰

、
芦

田
川

中
上

流
部

)

(１
)

毎
月

５
０

円
(年

間
あ

た
り

６
０

０
円

)

(２
)

毎
月

１
０

０
円

(年
間

あ
た

り
１

，
２

０
０

円
)

(３
)

毎
月

２
０

０
円

(年
間

あ
た

り
２

，
４

０
０

円
)

(４
)

毎
月

３
０

０
円

(年
間

あ
た

り
３

，
６

０
０

円
)

(５
)

毎
月

６
０

０
円

(年
間

あ
た

り
７

，
２

０
０

円
)

(６
)

毎
月

１
，

２
０

０
円

(年
間

あ
た

り
１

４
，

４
０

０
円

)

(７
)

毎
月

２
，

５
０

０
円

(年
間

あ
た

り
３

０
，

０
０

０
円

)

(８
)

毎
月

５
，

０
０

０
円

(年
間

あ
た

り
６

０
，

０
０

０
円

)

（
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
・

有
効

回
答

率
）

※
③

～
④

は
左

表
の

事
業

名
及

び
整

備
箇

所
を

示
す

全
事

業
残

事
業

③
④

④

配
布

数
２

，
０

０
０

２
，

０
０

０

回
収

数
6

4
9

6
4

9

回
収

率
3

2
％

3
2

％

有
効

回
答

数
3

9
6

4
2

5

有
効

回
答

率
6

1
％

6
5

％
0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

0
1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

6
,0

0
0

支
払

意
思

額
W

T
P
（
円

/
月

/
世

帯
）

W
T
P
賛

成
率

実
測

地

推
定

曲
線

W
T
P

平
均

値
2
6
9
円

/
月

/
世

帯
※

最
大

提
示

額
で

裾
切

り

③
④

魚
道

整
備
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【
水

環
境

】
Ｃ

Ｖ
Ｍ

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（

平
成

2
6

年
8

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）
・

当
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
効

果
を

掲
示

し
、

多
段

階
二

項
選

択
（

8
段

階
）

を
採

用
し

て
整

備
を

行
う

た
め

の
支

払
意

思
額

（
Ｗ

Ｔ
Ｐ

)を
問

う
。

・
得

ら
れ

た
有

効
回

答
か

ら
、

当
事

業
の

支
払

意
思

額
（

Ｗ
Ｔ

Ｐ
）

を
求

め
る

。
・

年
便

益
は

「
Ｗ

Ｔ
Ｐ

×
１

２
ヶ

月
×

受
益

世
帯

数
」

に
よ

り
算

定
。

C
V

M

支
払

意
志

額
【

こ
れ

ら
の

事
業

が
実

施
さ

れ
る

た
め

に
あ

な
た

は
毎

月
い

く
ら

支
払

っ
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

か
】

⑥
【

水
環

境
】

曝
気

循
環

施
設

(八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

)

(１
)

毎
月

５
０

円
(年

間
あ

た
り

６
０

０
円

)

(２
)

毎
月

１
０

０
円

(年
間

あ
た

り
１

，
２

０
０

円
)

(３
)

毎
月

２
０

０
円

(年
間

あ
た

り
２

，
４

０
０

円
)

(４
)

毎
月

３
０

０
円

(年
間

あ
た

り
３

，
６

０
０

円
)

(５
)

毎
月

５
０

０
円

(年
間

あ
た

り
６

，
０

０
０

円
)

(６
)

毎
月

７
０

０
円

(年
間

あ
た

り
８

，
４

０
０

円
)

(７
)

毎
月

１
，

０
０

０
円

(年
間

あ
た

り
１

２
，

０
０

０
円

)

(８
)

毎
月

２
，

０
０

０
円

(年
間

あ
た

り
２

４
，

０
０

０
円

)

（
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
・

有
効

回
答

率
）

※
⑥

は
左

表
の

事
業

名
及

び
整

備
箇

所
を

示
す

全
事

業
⑥

配
布

数
２

，
０

０
０

回
収

数
8

2
3

回
収

率
4

1
％

有
効

回
答

数
4

8
8

有
効

回
答

率
5

9
％

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

【
水

環
境

】
⑥

曝
気

循
環

施
設

：
支

払
意

志
額

(W
T

P
)＝

2
3

4
円

/
月

/
世

帯
受

益
世

帯
数

1
4

,5
1

2
世

帯

（
年

便
益

）

【
【

水
環

境
】

⑥
曝

気
循

環
施

設
：

4
1

百
万

円
/
年

（
＝

2
3

4
円

/
月

/
世

帯
×

1
2

ヶ
月

×
1

4
,5

1
2

世
帯

）

⑥
曝

気
循

環
施

設
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（
４

）
調

査
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
T

C
M

）

⑤
【

水
辺

整
備

】
新

市
地

区
護

岸
整

備
（

T
C

M
）

⇒
前

回
評

価
時

（
H

2
3

）
の

調
査

結
果

を
用

い
た

。
（

利
用

者
が

確
認

さ
れ

て
い

る
４

市
１

町
を

対
象

。
）

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

【
対

象
範

囲
】

福
山

市
、

神
石

高
原

町
、

井
原

市
（

高
梁

川
流

域
は

除
く

）
府

中
市

（
江

の
川

流
域

は
除

く
）

尾
道

市

凡
例

流
域

界

市
町

村
界

旧
市

町
村

界

本
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

ゾ
ー

ン
１

ゾ
ー

ン
２

ゾ
ー

ン
３

ゾ
ー

ン
４

旧
神

辺
町井

原
市

神
石

高
原

町

旧
尾

道
市

旧
御

調
町

旧
上

下
町

旧
府

中
市

旧
新

市
町

旧
駅

家
町福

山
市

加
茂

町

旧
芦

田
町

旧
福

山
市⑤

新
市

地
区

護
岸

整
備

②

①

③

④

③

③

④

20
km

圏

26



【
水

辺
整

備
】

Ｔ
Ｃ

Ｍ
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
の

調
査

）

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

か
ら

利
用

者
の

来
訪

距
離

別
に

ゾ
ー

ン
を

設
定

。
（

平
成

2
3

年
9

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）
・

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
か

ら
各

ゾ
ー

ン
ご

と
に

交
通

手
段

別
の

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
（

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
）

を
算

定
。

・
整

備
前

後
の

需
要

関
数

を
求

め
、

そ
の

差
分

を
年

便
益

（
消

費
者

余
剰

）
と

す
る

。
・

郵
送

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

・
回

収
状

況
）

配
布

数
回

収
数

回
収

率
有

効
回

答
数

有
効

回
答

率
・

【
新

市
地

区
護

岸
整

備
】

1
,4

0
0

４
８

１
３

４
％

４
5

5
９

５
％

【
整

備
前

後
の

消
費

者
余

剰
（

単
年

度
便

益
）

を
算

定
】

T
C

M

（
新

市
箇

所
）

（
５

）
残

存
価

値
の

設
定

事
業

完
成

後
5

0
年

経
過

時
点

で
の

事
業

箇
所

の
価

値
を

算
定

。

◆
利

用
頻

度
と

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
の

関
数

曲
線

を
用

い

て
、

ゾ
ー

ン
ご

と
に

仮
想

料
金

を
設

定
し

仮
想

料

金
ご

と
の

利
用

者
数

を
求

め
、

各
ゾ

ー
ン

の
総

和
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
値

に
よ

り
需

要
曲

線
（

需
要

関

数
）

を
推

計
。

（
６

）
総

便
益

の
算

定
事

業
完

成
後

5
0

年
の

年
便

益
総

和
に

残
存

価
値

を
加

え
、

算
定

社
会

的
割

引
率

（
4

%
）

を
用

い
、

現
在

価
値

化
し

た
値

。

【
水

辺
整

備
】

（
再

評
価

）

：
年

便
益

額
（

消
費

者
余

剰
）

＝
4

5
百

万
円

/
年

【
利

用
実

態
を

踏
ま

え
て

ゾ
ー

ン
を

設
定

】

（
新

市
地

区
）

旧
神

辺
町

井
原

市

神
石

高
原

町

旧
尾

道
市

旧
御

調
町

旧
上

下
町 旧

府
中

市
旧

新
市

町

旧
駅

家
町

福
山

市
加

茂
町

旧
芦

田
町

旧
福

山
市

⑤
新

市
地

区
護

岸
整

備

②

①

③④

③

③

④
20

km
圏

整
備

前
整

備
後

整
備

前
整

備
後

1
0
.5

4
5

1
.1

9
7

3
9
1

2
0
.3

5
5

0
.4

4
2

5
7
1

3
0
.1

2
1

0
.3

7
5

7
4
3

4
0
.0

6
9

0
.1

3
2

1
3
5
1

6
5

1
1
0

旅
行

費
用

（
円

）

平
均

利
用

頻
度

（
回

/
年

・
人

）
年

便
益

(百
万

円
)

ゾ
ー

ン
名

⑤
新

市
地

区
護

岸
整

備

27



-
60

0

-
40

0

-
20

00

2
00

4
00

6
00

8
00

1
,0

0
0

（
百

万
円

）

便
益

B
費

用
C

（
事

業
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
便

益
B

（
現

在
価

値
化

）

費
用

C
（
現

在
価

値
化

）

評
価

基
準

年
（
H

2
6
）

便益B 費用C

年
便

益

整
備

期
間

（
H

1
1
～

H
3
3
）

整
備

期
間

終
了

後
の

評
価

期
間

5
0
年

（H
3
4～

H
8
3）

再
評

価
【
全

体
事

業
】

事
業

費

維
持

管
理

費

事
業

期
間

（
H

1
1
～

H
3
5
）

-
5

-
4

-
3

-
2

-
10

H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78
H79
H80
H81
H82
H83

（
百

万
円

）
維

持
管

理
費

拡
大

図

維
持

管
理

費

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

既
投

資
額

に
つ

い
て

は
デ

フ
レ

ー
タ

及
び

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

で
割

り
増

し
に

よ
っ

て
現

在
価

値
化

し
、

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

4
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）
4

-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

（
7

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
の

算
出

方
法

再
評

価
【

全
体

事
業

】
対

象
箇

所
：

①
②

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

瀬
戸

川
合

流
部

、
芦

田
川

下
流

部
）

③
④

魚
道

整
備

（
芦

田
川

河
口

堰
、

芦
田

川
中

上
流

部
）

⑤
新

市
地

区
護

岸
整

備
⑥

曝
気

循
環

施
設

（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

維 持 管 理 費 拡 大

項
目

便
益

（
B

1
）

1
5

,2
9

0
百

万
円

残
存

価
値

（
B

2
）

4
5

百
万

円

総
便

益
（

B
=
B

1
+
B

2
1

5
,3

3
5

百
万

円

建
設

費
（

C
1

)
3

,7
3

6
百

万
円

維
持

管
理

費
（

C
2

）
2

5
6

百
万

円

総
費

用
（

C
=
C

1
＋

C
2

）
3

,9
9

2
百

万
円

便
益

比
（

B
/
C

)

再
評

価

3
.8

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）
）

28



-
60

0

-
40

0

-
20

00

2
00

4
00

6
00

8
00

1
,0

0
0

（
百

万
円

）

便
益

B
費

用
C

(事
業

費
)

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
便

益
（
現

在
価

値
化

）

費
用

C
（
現

在
価

値
化

）

便益B 費用C

年
便

益

整
備

期
間

（
H

2
7
～

H
3
3
）

整
備

期
間

終
了

後
の

評
価

期
間

5
0
年

（H
3
4～

H
8
3）

再
評

価
【残

事
業

】

事
業

費

維
持

管
理

費

事
業

期
間

（
H

2
7
～

H
3
5
）

-
5

-
4

-
3

-
2

-
10

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

H53

H54

H55

H56

H57

H58

H59

H60

H61

H62

H63

H64

H65

H66

H67

H68

H69

H70

H71

H72

H73

H74

H75

H76

H77

H78

H79

H80

H81

H82

H83

（
百

万
円

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）
）

維
持

管
理

費
拡

大
図

維
持

管
理

費

4
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）
4

-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

再
評

価
【

残
事

業
】

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

対
象

箇
所

：
②

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

芦
田

川
下

流
部

）
④

魚
道

整
備

（
芦

田
川

中
上

流
部

）
⑤

新
市

地
区

護
岸

整
備

維 持 管 理 費 拡 大

項
目

便
益

（
B

1
）

1
1

,7
0

3
百

万
円

残
存

価
値

（
B

2
）

3
2

百
万

円

総
便

益
（

B
=
B

1
+
B

2
1

1
,7

3
5

百
万

円

建
設

費
（

C
1

)
1

,0
0

3
百

万
円

維
持

管
理

費
（

C
2

）
6

7
百

万
円

総
費

用
（

C
=
C

1
＋

C
2

）
1

,0
7

0
百

万
円

便
益

比
（

B
/
C

)

再
評

価

1
1

.0
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４
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）
４

-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
再

評
価

）

（
８

）
費

用
対

効
果

分
析

結
果

（
再

評
価

）

  
 【

水
環

境
】
　

全
体

事
業

　
：

1
1
,8

5
1

百
万

円
残

事
業

　
：

8
,4

7
8

百
万

円

【
自

然
再

生
】
　

全
体

事
業

　
：

2
,7

3
6

百
万

円
残

事
業

　
：

2
,5

1
0

百
万

円

【
水

辺
整

備
】
　

全
体

事
業

　
：

7
4
8

百
万

円
残

事
業

　
：

7
4
8

百
万

円

1
5
,3

3
5

百
万

円
残

事
業

　
：

1
1
,7

3
5

百
万

円

  
 【

水
環

境
】
　

全
体

事
業

　
：

2
,5

4
0

百
万

円
残

事
業

　
：

6
7
8

百
万

円

【
自

然
再

生
】
　

全
体

事
業

　
：

1
,1

5
6

百
万

円
残

事
業

　
：

9
6

百
万

円

【
水

辺
整

備
】
　

全
体

事
業

　
：

2
9
5

百
万

円
残

事
業

　
：

2
9
5

百
万

円

3
,9

9
2

百
万

円
残

事
業

　
：

1
,0

7
0

百
万

円

  
 【

水
環

境
】
　

全
体

事
業

　
：

4
.7

残
事

業
　

：
1
2
.5

【
自

然
再

生
】
　

全
体

事
業

　
：

2
.4

残
事

業
　

：
2
6
.1

【
水

辺
整

備
】
　

全
体

事
業

　
：

2
.5

残
事

業
　

：
2
.5

3
.8

残
事

業
　

：
1
1
.0

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

５
０

年
間

と
し

、
現

在
価

値
化

を
行

っ
た

　
◇

総
費

用

　
【
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
】
　

全
体

事
業

　
：

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
５

０
ヶ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

 

　
◇

総
便

益

　
【
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
】
　

全
体

事
業

　
：

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

に
、

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
残

存
価

値
を

加
え

た
値

 

（
※

）
維

持
管

理
費

は
、

実
績

費
用

等
を

基
に

設
定

し
た

 

　
【
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
】
　

全
体

事
業

　
：

　
◇

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）

対
象

箇
所

：
①

②
芦

田
川

下
流

植
生

浄
化

（
瀬

戸
川

合
流

部
、

芦
田

川
下

流
部

）
③

④
魚

道
整

備
（

芦
田

川
河

口
堰

、
芦

田
川

中
上

流
部

）
⑤

新
市

地
区

護
岸

整
備

⑥
曝

気
循

環
施

設
（

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

）

【
水

環
境

】
対

象
箇

所
①

②
⑥

【
自

然
再

生
】

対
象

箇
所

③
④

【
水

辺
整

備
】

対
象

箇
所

⑤

①
②

⑥

③
④

⑤

対
象

箇
所

対
象

箇
所

対
象

箇
所

【
水

環
境

】
対

象
箇

所
①

②
⑥

【
自

然
再

生
】

対
象

箇
所

③
④

【
水

辺
整

備
】

対
象

箇
所

⑤

【
水

環
境

】
対

象
箇

所
①

②
⑥

【
自

然
再

生
】

対
象

箇
所

③
④

【
水

辺
整

備
】

対
象

箇
所

⑤
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①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

４
-
３

. 
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

４
-
３

. 
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

○
芦

田
川

沿
川

の
福

山
市

、
府

中
市

の
人

口
は

、
今

後
高

齢
化

等
に

よ
り

大
き

く
減

少
す

る
と

想
定

さ
れ

て
い

る
。

○
平

成
1

6
年

に
市

民
、

事
業

者
、

環
境

団
体

、
行

政
等

か
ら

な
る

「
芦

田
川

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

セ
ン

タ
ー

」
に

よ
り

、
流

域
が

一
体

と
な

っ
た

水
質

改
善

へ
の

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
お

り
、

水
質

改
善

に
関

す
る

住
民

の
ニ

ー
ズ

は
依

然
と

し
て

高
い

。
○

地
元

住
民

は
、

回
遊

魚
が

上
流

か
ら

下
流

ま
で

行
き

来
で

き
る

生
息

環
境

の
整

備
を

望
ん

で
い

る
。

ま
た

、
水

辺
や

高
水

敷
へ

、
安

全
に

近
づ

け
る

よ
う

に
、

ア
プ

ロ
ー

チ
等

の
整

備
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
１

）
再

評
価

の
視

点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

○
費

用
便

益
比

（
H

2
6

時
点

）
全

体
事

業
（

B
/
C

）
＝

3
.8

  
 残

事
業

（
B

/
C

）
＝

1
1

.0

○
事

業
の

進
捗

率
は

、
6

2
%

（
事

業
費

ベ
ー

ス
）

で
あ

る
。

（
総

事
業

費
3

1
.7

億
円

の
う

ち
、

整
備

済
み

は
1

9
.6

億
円

）

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

○
水

環
境

に
つ

い
て

は
、

河
川

管
理

者
、

下
水

道
事

業
者

、
企

業
等

、
地

域
住

民
が

一
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
お

り
、

今
後

事
業

を
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。
○

自
然

再
生

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
魚

類
の

遡
上

降
下

環
境

の
改

善
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

今
後

事
業

を
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。
○

水
辺

整
備

に
つ

い
て

は
、

地
域

か
ら

の
要

望
等

を
踏

ま
え

、
地

元
自

治
体

等
と

連
携

し
な

が
ら

整
備

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

今
後

事
業

を
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

○
水

環
境

、
水

辺
整

備
に

つ
い

て
は

、
掘

削
で

発
生

す
る

残
土

を
盛

土
等

へ
流

用
す

る
な

ど
整

備
費

の
縮

減
を

行
う

。
ま

た
、

整
備

後
の

除
草

作
業

、
清

掃
お

よ
び

ヨ
シ

の
刈

り
取

り
な

ど
に

つ
い

て
地

元
か

ら
の

支
援

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
で

、
一

層
の

維
持

管
理

費
の

削
減

を
図

る
。

○
自

然
再

生
に

つ
い

て
は

、
簡

易
魚

道
の

設
置

な
ど

に
よ

り
工

事
費

の
縮

減
を

図
る

。

（
２

）
県

へ
の

意
見

照
会

結
果

○
異

存
は

あ
り

ま
せ

ん
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

○
上

記
の

各
視

点
に

よ
り

、
事

業
の

必
要

性
、

重
要

性
は

変
わ

ら
な

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

事
業

継
続

が
妥

当
で

あ
る

。
○

今
後

の
事

業
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

と
の

協
力

体
制

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

新
技

術
･
新

工
法

等
を

活
用

し
、

コ
ス

ト
縮

減
に

引
き

続
き

取
り

組
み

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

の
執

行
に

努
め

る
。
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-
30

0

-
25

0

-
20

0

-
15

0

-
10

0

-
500

5
0

1
00

（
百

万
円

）

便
益

B
費

用
C

（
事

業
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
便

益
B

（
現

在
価

値
化

）

費
用

C
（
現

在
価

値
化

）

評
価

基
準

年
（
H

2
6
）

便益B 費用C

年
便

益

事
業

期
間

（
H

2
0
～

H
2
3
）

事
業

期
間

終
了

後
の

評
価

期
間

5
0
年

（H
2
4～

H
7
3）

完
了

箇
所

評
価

【
全

体
事

業
】

事
業

費

維
持

管
理

費

-
5

-
4

-
3

-
2

-
10

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

H53

H54

H55

H56

H57

H58

H59

H60

H61

H62

H63

H64

H65

H66

H67

H68

H69

H70

H71

H72

H73

（
百

万
円

）
維

持
管

理
費

拡
大

図

維
持

管
理

費

完
了

箇
所

評
価

【
全

体
事

業
】

５
-
１

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
完

了
箇

所
評

価
）

５
-
１

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
完

了
箇

所
評

価
）

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

既
投

資
額

に
つ

い
て

は
デ

フ
レ

ー
タ

及
び

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

で
割

り
増

し
に

よ
っ

て
現

在
価

値
化

し
、

今
後

見
込

ま
れ

る
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

対
象

箇
所

：
⑥

曝
気

循
環

施
設

（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

費
用

便
益

比
（

Ｂ
／

Ｃ
）

の
算

出
方

法

維 持 管 理 費 拡 大

項
目

便
益

（
B

1
）

9
8

5
百

万
円

残
存

価
値

（
B

2
）

2
百

万
円

総
便

益
（

B
=
B

1
+
B

2
9

8
7

百
万

円

建
設

費
（

C
1

)
3

2
0

百
万

円

維
持

管
理

費
（

C
2

）
8

4
百

万
円

総
費

用
（

C
=
C

1
＋

C
2

）
4

0
3

百
万

円

便
益

比
（

B
/
C

)

再
評

価

2
.4

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）
）
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５
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
完

了
箇

所
評

価
）

５
-
２

. 
費

用
対

効
果

分
析

（
完

了
箇

所
評

価
）

費
用

対
効

果
分

析
結

果
（

完
了

箇
所

評
価

）

  
 【

水
環

境
】
　

全
体

事
業

　
：

9
8
7

百
万

円

9
8
7

百
万

円

  
 【

水
環

境
】
　

全
体

事
業

　
：

4
0
3

百
万

円

4
0
3

百
万

円

  
 【

水
環

境
】
　

全
体

事
業

　
：

2
.4

2
.4

　
【
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
】
　

全
体

事
業

　
：

　
【
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
】
　

全
体

事
業

　
：

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

に
、

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
残

存
価

値
を

加
え

た
値

　
◇

総
費

用

　
【
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
】
　

全
体

事
業

　
：

　
◇

総
便

益

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
５

０
ヶ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

（
※

）
維

持
管

理
費

は
、

実
績

費
用

等
を

基
に

設
定

し
た

　
◇

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

５
０

年
間

と
し

、
現

在
価

値
化

を
行

っ
た

【
水

環
境

】
対

象
箇

所
⑥

【
水

環
境

】
対

象
箇

所
⑥

【
水

環
境

】
対

象
箇

所
⑥
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５
-
３

. 
今

後
の

対
応

方
針

（
案

）
（

完
了

箇
所

評
価

）
５

-
３

. 
今

後
の

対
応

方
針

（
案

）
（

完
了

箇
所

評
価

）

（
１

）
事

業
の

効
果

の
発

現
状

況

●
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
の

ア
オ

コ
発

生
抑

制
効

果
・

曝
気

循
環

装
置

４
基

設
置

時
は

藍
藻

が
増

加
し

、
ア

オ
コ

が
発

生
し

て
い

た
が

、
２

基
導

入
後

は
、

以
前

の
よ

う
な

悪
臭

を
発

生
さ

せ
る

ほ
ど

の
濃

度
の

高
い

ア
オ

コ
の

発
生

は
抑

制
さ

れ
て

い
る

。

①
事

業
の

効
果

の
発

現
状

況

○
平

成
1

5
年

か
ら

貯
水

池
内

全
体

に
ア

オ
コ

の
発

生
が

見
ら

れ
て

い
た

が
（

４
基

設
置

時
）

、
２

基
導

入
後

は
ア

オ
コ

の
発

生
が

抑
制

さ

れ
て

い
る

。

（
２

）
完

了
箇

所
評

価
の

視
点

②
事

業
実

施
に

よ
る

環
境

の
変

化

○
曝

気
循

環
施

設
の

2
基

導
入

に
よ

り
、

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

の
ア

オ
コ

の
発

生
が

抑
制

さ
れ

た
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
案

）
】

○
上

記
の

視
点

か
ら

、
本

事
業

の
整

備
効

果
は

発
現

し
て

お
り

、
今

後
と

も
当

初
目

的
の

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
改

善
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

は
個

別
箇

所
と

し
て

の
評

価
を

実
施

す
る

必
要

は
な

い
。

○
ま

た
、

事
業

目
的

に
見

合
っ

た
事

業
効

果
の

発
現

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
今

後
の

改
善

措
置

の
必

要
性

は
な

い
。

③
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

○
ダ

ム
流

域
の

世
羅

町
の

人
口

は
平

成
2

2
年

現
在

で
約

1
8

千
人

で
あ

り
、

今
後

高
齢

化
等

に
よ

り
大

き
く

減
少

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
て

い
る

。

○
ダ

ム
湖

周
辺

で
は

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

て
お

り
、

毎
年

多
数

の
来

客
者

が
見

ら
れ

、
ダ

ム
湖

周
辺

の
水

環
境

へ
の

関
心

は
高

い
も

の
と

な
っ

て
い

る
。
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金
額

単
位

：
百

万
円

水
環

境
自

然
再

生
水

辺
整

備
水

環
境

自
然

再
生

水
辺

整
備

水
環

境

3
,9

9
2

2
,5

4
0

1
,1

5
6

2
9

5
1

,0
7

0
6

7
8

9
6

2
9

5
4

0
3

4
0

3

建
設

費
3

,7
3

6
2

,3
8

7
1

,0
5

7
2

9
2

1
,0

0
3

6
2

3
8

7
2

9
2

3
2

0
3

2
0

維
持

管
理

費
2

5
6

1
5

4
9

9
3

6
7

5
5

9
3

8
4

8
4

1
5

,3
3

5
1

1
,8

5
1

2
,7

3
6

7
4

8
1

1
,7

3
5

8
,4

7
8

2
,5

1
0

7
4

8
9

8
7

9
8

7

便
益

1
5

,2
9

0
1

1
,8

2
2

2
,7

3
2

7
3

5
1

1
,7

0
3

8
,4

5
9

2
,5

0
9

7
3

5
9

8
5

9
8

5

残
存

価
値

4
5

2
9

3
1

3
3

2
1

9
1

1
3

2
2

3
.8

4
.7

2
.4

2
.5

1
1

.0
1

2
.5

2
6

.1
2

.5
2

.4
2

.4

再
評

価

　
全

体
事

業
　

残
事

業
項

目

 　
費

用
（

C
）

　
便

益
（

B
)

　
費

用
対

便
益

（
B

/
C

）

完
了

箇
所

評
価

全
体

事
業

【
参

考
】

費
用

便
益

比
総

括
表

【
参

考
】

費
用

便
益

比
総

括
表

※
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヵ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。
※

維
持

管
理

費
は

、
実

績
費

用
等

を
基

に
算

定
し

た
。

※
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
、

社
会

的
割

引
率

（
4

%
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
残

存
価

値
を

加
え

た
値

。

※
完

了
箇

所
評

価
は

再
評

価
の

内
数

で
あ

る
。

（
完

了
箇

所
評

価
含

む
）
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【
参

考
】

前
回

評
価

時
と

の
比

較
【

参
考

】
前

回
評

価
時

と
の

比
較

事
項

前
回

評
価

今
回

評
価

備
考

（
H

2
3

再
評

価
）

（
H

2
6

再
評

価
）

事
業

諸
元

及
び

事
業

期
間

【
水

環
境

】
・

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

瀬
戸

川
合

流
部

）
（

H
1

7
～

2
3

年
度

）
：

植
生

浄
化

施
設

整
備

工
・

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

芦
田

川
下

流
部

）
（

計
画

）
：

掘
削

工
、

植
生

浄
化

施
設

整
備

工
・

曝
気

循
環

施
設

（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

（
H

2
0

～
2

3
年

度
）

：
曝

気
施

設
整

備

【
水

環
境

】
・

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

瀬
戸

川
合

流
部

）
（

H
1

7
～

2
3

年
度

）
：

植
生

浄
化

施
設

整
備

工
・

芦
田

川
下

流
植

生
浄

化
（

芦
田

川
下

流
部

）
（

計
画

）
：

掘
削

工
、

植
生

浄
化

施
設

整
備

工
・

曝
気

循
環

施
設

（
八

田
原

ダ
ム

貯
水

池
）

（
H

2
0

～
2

3
年

度
）

：
曝

気
施

設
整

備

【
自

然
再

生
】

・
魚

道
整

備
（

芦
田

川
河

口
堰

）
（

H
1

1
～

1
2

）
：

魚
道

設
置

・
魚

道
整

備
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

（
計

画
）

：
魚

道
設

置

【
自

然
再

生
】

・
魚

道
整

備
（

芦
田

川
河

口
堰

）
（

H
1

1
～

1
2

）
：

魚
道

設
置

・
魚

道
整

備
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

（
計

画
）

：
魚

道
設

置

【
水

辺
整

備
】

・
新

市
地

区
護

岸
整

備
（

計
画

）
：

護
岸

、
坂

路
等

【
水

辺
整

備
】

・
新

市
地

区
護

岸
整

備
（

計
画

）
：

護
岸

、
坂

路
等

総
事

業
費

（
百

万
円

）
3

,1
5

3
3

,1
6

6

総
費

用
（

C
）

（
百

万
円

）
3

,5
8

8
3

,9
9

2

総
便

益
（

B
）

（
百

万
円

）
1

2
,5

8
2

1
5

,3
3

5

費
用

対
効

果
（

B
/
C
）

3
.5

3
.8

※
青

字
で

記
し

た
事

業
に

つ
い

て
は

、
既

に
事

業
が

終
了

し
て

い
る

完
了

箇
所

を
示

す
。
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【
参

考
】

感
度

分
析

【
参

考
】

感
度

分
析

・
参

考
と

し
て

、
残

事
業

費
、

残
工

期
、

便
益

を
個

別
に

±
１

０
％

変
動

さ
せ

て
、

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。

＜
B

/
C

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

２
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
1

2
ケ

ー
ス

）
＞

+
1

0
%

-
1

0
%

+
1

0
%

-
1

0
%

+
1

0
%

-
1

0
%

全
体

事
業

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
3

.8
3

.7
3

.9
3

.8
3

.8
4

.2
3

.5

残
事

業
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
1

1
.0

1
0

.0
1

2
.1

1
0

.8
1

1
.1

1
2

.1
9

.9

便
益

残
工

期
残

事
業

費

基
本
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芦田川総合水系環境整備事業 
 

 

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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芦田川総合水系環境整備事業 

（水系全体） 

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕 
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（様式－1） 

【概要】 

水系・河川名 芦田川水系 

事業名 芦田川総合水系環境整備事業 

事業主体 中国地方整備局 福山河川国道事務所 

関係自治体 福山市、府中市 

事業期間 平成 11年度～平成 35年度（1999年度～2023年度） 

基準（評価年度） 平成 26年度（2014年度） 

【費用】 

建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質合計） 3,166百万円 554百万円 3,721百万円 

基準年における 

現在価値合計（C） 
3,736百万円 256百万円 3,992百万円 

【便益】 

便益 

供用年度 平成 34年度 

供用年度の単年度 

便益（実質価格） 
773百万円 

残存価値 45百万円 

基準年における 

現在価値合計（B） 
15,335百万円 

【費用便益分析結果】 

費用便益比（CBR） 3.8 

純現在価値（NPV） 11,343百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
11.0% 
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（様式－2） 

【費用便益算定シート…（水系全体）全体事業】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801 304.6 304.0 547.5 304.6 304.0 547.5

-14 H12 1.000 1.732 244.0 244.0 422.6 244.0 244.0 422.6

-13 H13 1.025 1.665 2.4 2.5 4.1 2.4 2.5 4.1

-12 H14 1.039 1.601 2.4 2.5 4.0 2.4 2.5 4.0

-11 H15 1.039 1.539 2.4 2.5 3.8 2.4 2.5 3.8

-10 H16 1.035 1.480 2.4 2.5 3.7 2.4 2.5 3.7

-9 H17 1.030 1.423 211.1 217.4 309.4 2.4 2.5 3.5 213.5 219.9 312.9

-8 H18 1.019 1.369 2.4 2.4 3.4 2.4 2.4 3.4

-7 H19 1.003 1.316 271.4 272.2 358.2 2.4 2.4 3.2 273.8 274.6 361.4

-6 H20 0.974 1.265 362.0 352.6 446.1 2.4 2.3 3.0 364.4 355.0 449.0

-5 H21 1.005 1.217 228.0 229.2 278.9 2.4 2.4 2.9 230.4 231.6 281.8

-4 H22 1.004 1.170 100.0 100.4 117.5 2.4 2.4 2.8 102.4 102.8 120.3

-3 H23 0.991 1.125 62.1 61.5 69.2 2.4 2.4 2.7 64.5 63.9 71.9

-2 H24 1.000 1.082 314.1 314.1 339.9 339.9 33.0 33.0 35.7 3.5 3.5 3.8 36.5 36.5 39.5

-1 H25 1.000 1.040 314.1 314.1 326.7 326.7 95.6 95.6 99.4 3.5 3.5 3.7 99.1 99.1 103.1

0 H26 1.000 1.000 314.1 314.1 314.1 314.1 48.9 48.9 48.9 3.5 3.5 3.5 52.4 52.4 52.4

1 H27 1.000 0.962 314.1 314.1 302.2 302.2 74.3 74.3 71.5 3.5 3.5 3.4 77.8 77.8 74.9

2 H28 1.000 0.925 314.1 314.1 290.6 290.6 45.5 45.5 42.1 7.5 7.5 7.0 53.0 53.0 49.0

3 H29 1.000 0.889 314.1 314.1 279.3 279.3 153.0 153.0 136.0 3.5 3.5 3.1 156.5 156.5 139.1

4 H30 1.000 0.855 314.1 314.1 268.6 268.6 244.0 244.0 208.6 3.5 3.5 3.0 247.5 247.5 211.6

5 H31 1.000 0.822 314.1 314.1 258.2 258.2 244.0 244.0 200.6 3.5 3.5 2.9 247.5 247.5 203.5

6 H32 1.000 0.790 468.9 468.9 370.4 370.4 219.0 219.0 173.0 4.0 4.0 3.2 223.0 223.0 176.2

7 H33 1.000 0.760 468.9 468.9 356.3 356.3 212.7 212.7 161.7 13.9 13.9 10.5 226.6 226.6 172.2

8 H34 1.000 0.731 773.0 773.0 565.1 565.1 7.6 7.6 5.5 7.6 7.6 5.5

9 H35 1.000 0.703 773.0 773.0 543.5 543.5 13.2 13.2 9.3 7.6 7.6 5.3 20.8 20.8 14.6

10 H36 1.000 0.676 773.0 773.0 522.6 522.6 7.6 7.6 5.1 7.6 7.6 5.1

11 H37 1.000 0.650 773.0 773.0 502.5 502.5 22.4 22.4 14.5 22.4 22.4 14.5

12 H38 1.000 0.625 773.0 773.0 483.2 483.2 24.9 24.9 15.6 24.9 24.9 15.6

13 H39 1.000 0.601 773.0 773.0 464.6 464.6 7.6 7.6 4.6 7.6 7.6 4.6

14 H40 1.000 0.577 773.0 773.0 446.0 446.0 13.6 13.6 7.8 13.6 13.6 7.8

15 H41 1.000 0.555 773.0 773.0 429.0 429.0 7.6 7.6 4.2 7.6 7.6 4.2

16 H42 1.000 0.534 773.0 773.0 412.8 412.8 7.6 7.6 4.1 7.6 7.6 4.1

17 H43 1.000 0.513 773.0 773.0 396.6 396.6 17.4 17.4 8.9 17.4 17.4 8.9

18 H44 1.000 0.494 773.0 773.0 381.9 381.9 7.6 7.6 3.7 7.6 7.6 3.7

19 H45 1.000 0.475 773.0 773.0 367.2 367.2 7.6 7.6 3.6 7.6 7.6 3.6

20 H46 1.000 0.456 773.0 773.0 352.5 352.5 7.6 7.6 3.5 7.6 7.6 3.5

21 H47 1.000 0.439 773.0 773.0 339.4 339.4 7.6 7.6 3.3 7.6 7.6 3.3

22 H48 1.000 0.422 773.0 773.0 326.2 326.2 16.6 16.6 7.0 16.6 16.6 7.0

23 H49 1.000 0.406 773.0 773.0 313.9 313.9 7.6 7.6 3.1 7.6 7.6 3.1

24 H50 1.000 0.390 773.0 773.0 301.5 301.5 7.6 7.6 3.0 7.6 7.6 3.0

25 H51 1.000 0.375 773.0 773.0 289.9 289.9 22.4 22.4 8.4 22.4 22.4 8.4

26 H52 1.000 0.361 773.0 773.0 279.1 279.1 7.6 7.6 2.7 7.6 7.6 2.7

27 H53 1.000 0.347 773.0 773.0 268.2 268.2 30.8 30.8 10.7 30.8 30.8 10.7

28 H54 1.000 0.333 773.0 773.0 257.4 257.4 7.6 7.6 2.5 7.6 7.6 2.5

29 H55 1.000 0.321 773.0 773.0 248.1 248.1 7.6 7.6 2.4 7.6 7.6 2.4

30 H56 1.000 0.308 773.0 773.0 238.1 238.1 7.6 7.6 2.3 7.6 7.6 2.3

31 H57 1.000 0.296 773.0 773.0 228.8 228.8 13.6 13.6 4.0 13.6 13.6 4.0

32 H58 1.000 0.285 773.0 773.0 220.3 220.3 11.6 11.6 3.3 11.6 11.6 3.3

33 H59 1.000 0.274 773.0 773.0 211.8 211.8 7.6 7.6 2.1 7.6 7.6 2.1

34 H60 1.000 0.264 773.0 773.0 204.1 204.1 7.6 7.6 2.0 7.6 7.6 2.0

35 H61 1.000 0.253 773.0 773.0 195.6 195.6 7.6 7.6 1.9 7.6 7.6 1.9

36 H62 1.000 0.244 773.0 773.0 188.6 188.6 7.6 7.6 1.9 7.6 7.6 1.9

37 H63 1.000 0.234 773.0 773.0 180.9 180.9 15.0 15.0 3.5 15.0 15.0 3.5

38 H64 1.000 0.225 773.0 773.0 173.9 173.9 5.2 5.2 1.2 5.2 5.2 1.2

39 H65 1.000 0.217 773.0 773.0 167.8 167.8 20.0 20.0 4.3 20.0 20.0 4.3

40 H66 1.000 0.208 773.0 773.0 160.8 160.8 5.2 5.2 1.1 5.2 5.2 1.1

41 H67 1.000 0.200 773.0 773.0 154.6 154.6 5.2 5.2 1.0 5.2 5.2 1.0

42 H68 1.000 0.193 773.0 773.0 149.2 149.2 22.5 22.5 4.3 22.5 22.5 4.3

43 H69 1.000 0.185 773.0 773.0 143.0 143.0 5.2 5.2 1.0 5.2 5.2 1.0

44 H70 1.000 0.178 773.0 773.0 137.6 137.6 5.2 5.2 0.9 5.2 5.2 0.9

45 H71 1.000 0.171 773.0 773.0 132.2 132.2 5.2 5.2 0.9 5.2 5.2 0.9

46 H72 1.000 0.165 773.0 773.0 127.6 127.6 5.2 5.2 0.9 5.2 5.2 0.9

47 H73 1.000 0.158 773.0 773.0 122.1 105.0 11.9 134.1 20.0 20.0 3.2 20.0 20.0 3.2

48 H74 1.000 0.152 458.9 458.9 69.8 69.8 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

49 H75 1.000 0.146 458.9 458.9 67.0 67.0 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

50 H76 1.000 0.141 458.9 458.9 64.7 64.7 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

51 H77 1.000 0.135 458.9 458.9 62.0 62.0 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

52 H78 1.000 0.130 458.9 458.9 59.7 59.7 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

53 H79 1.000 0.125 458.9 458.9 57.4 57.4 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

54 H80 1.000 0.120 458.9 458.9 55.1 55.1 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

55 H81 1.000 0.116 458.9 458.9 53.2 51.3 3.3 56.5 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

56 H82 1.000 0.111 304.2 304.2 33.8 33.8 3.6 3.6 0.4 3.6 3.6 0.4

57 H83 1.000 0.107 304.2 304.2 32.5 277.1 30.1 62.6 3.6 3.6 0.4 3.6 3.6 0.4

38,652 38,652 15,290 433 45 15,335 3,166 3,165 3,736 554 555 256 3,721 3,719 3,992

B 153.3

C 39.9

B/C 3.8

B-C 113.4

11.0%

計③＋④
年度

ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

残存価値②
計�①+②

建設費③ 維持管理費④便益①

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

41



（様式－2） 

【費用便益算定シート…（水系全体）残事業】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801

-14 H12 1.000 1.732

-13 H13 1.025 1.665

-12 H14 1.039 1.601

-11 H15 1.039 1.539

-10 H16 1.035 1.480

-9 H17 1.030 1.423

-8 H18 1.019 1.369

-7 H19 1.003 1.316

-6 H20 0.974 1.265

-5 H21 1.005 1.217

-4 H22 1.004 1.170

-3 H23 0.991 1.125

-2 H24 1.000 1.082

-1 H25 1.000 1.040

0 H26 1.000 1.000

1 H27 1.000 0.962 74.3 74.3 71.5 74.3 74.3 71.5

2 H28 1.000 0.925 45.5 45.5 42.1 45.5 45.5 42.1

3 H29 1.000 0.889 153.0 153.0 136.0 153.0 153.0 136.0

4 H30 1.000 0.855 244.0 244.0 208.6 244.0 244.0 208.6

5 H31 1.000 0.822 244.0 244.0 200.6 244.0 244.0 200.6

6 H32 1.000 0.790 142.1 142.1 112.3 112.3 219.0 219.0 173.0 0.5 0.5 0.4 219.5 219.5 173.4

7 H33 1.000 0.760 142.1 142.1 108.0 108.0 212.7 212.7 161.7 0.5 0.5 0.4 213.2 213.2 162.0

8 H34 1.000 0.731 705.3 705.3 515.6 515.6 4.1 4.1 3.0 4.1 4.1 3.0

9 H35 1.000 0.703 705.3 705.3 495.8 495.8 13.2 13.2 9.3 4.1 4.1 2.9 17.3 17.3 12.1

10 H36 1.000 0.676 705.3 705.3 476.8 476.8 4.1 4.1 2.7 4.1 4.1 2.7

11 H37 1.000 0.650 705.3 705.3 458.4 458.4 4.1 4.1 2.6 4.1 4.1 2.6

12 H38 1.000 0.625 705.3 705.3 440.8 440.8 4.1 4.1 2.5 4.1 4.1 2.5

13 H39 1.000 0.601 705.3 705.3 423.9 423.9 4.1 4.1 2.4 4.1 4.1 2.4

14 H40 1.000 0.577 705.3 705.3 407.0 407.0 4.1 4.1 2.3 4.1 4.1 2.3

15 H41 1.000 0.555 705.3 705.3 391.4 391.4 4.1 4.1 2.3 4.1 4.1 2.3

16 H42 1.000 0.534 705.3 705.3 376.6 376.6 4.1 4.1 2.2 4.1 4.1 2.2

17 H43 1.000 0.513 705.3 705.3 361.8 361.8 4.1 4.1 2.1 4.1 4.1 2.1

18 H44 1.000 0.494 705.3 705.3 348.4 348.4 4.1 4.1 2.0 4.1 4.1 2.0

19 H45 1.000 0.475 705.3 705.3 335.0 335.0 4.1 4.1 1.9 4.1 4.1 1.9

20 H46 1.000 0.456 705.3 705.3 321.6 321.6 4.1 4.1 1.9 4.1 4.1 1.9

21 H47 1.000 0.439 705.3 705.3 309.6 309.6 4.1 4.1 1.8 4.1 4.1 1.8

22 H48 1.000 0.422 705.3 705.3 297.6 297.6 4.1 4.1 1.7 4.1 4.1 1.7

23 H49 1.000 0.406 705.3 705.3 286.4 286.4 4.1 4.1 1.7 4.1 4.1 1.7

24 H50 1.000 0.390 705.3 705.3 275.1 275.1 4.1 4.1 1.6 4.1 4.1 1.6

25 H51 1.000 0.375 705.3 705.3 264.5 264.5 4.1 4.1 1.5 4.1 4.1 1.5

26 H52 1.000 0.361 705.3 705.3 254.6 254.6 4.1 4.1 1.5 4.1 4.1 1.5

27 H53 1.000 0.347 705.3 705.3 244.7 244.7 4.1 4.1 1.4 4.1 4.1 1.4

28 H54 1.000 0.333 705.3 705.3 234.9 234.9 4.1 4.1 1.4 4.1 4.1 1.4

29 H55 1.000 0.321 705.3 705.3 226.4 226.4 4.1 4.1 1.3 4.1 4.1 1.3

30 H56 1.000 0.308 705.3 705.3 217.2 217.2 4.1 4.1 1.3 4.1 4.1 1.3

31 H57 1.000 0.296 705.3 705.3 208.8 208.8 4.1 4.1 1.2 4.1 4.1 1.2

32 H58 1.000 0.285 705.3 705.3 201.0 201.0 4.1 4.1 1.2 4.1 4.1 1.2

33 H59 1.000 0.274 705.3 705.3 193.3 193.3 4.1 4.1 1.1 4.1 4.1 1.1

34 H60 1.000 0.264 705.3 705.3 186.2 186.2 4.1 4.1 1.1 4.1 4.1 1.1

35 H61 1.000 0.253 705.3 705.3 178.4 178.4 4.1 4.1 1.0 4.1 4.1 1.0

36 H62 1.000 0.244 705.3 705.3 172.1 172.1 4.1 4.1 1.0 4.1 4.1 1.0

37 H63 1.000 0.234 705.3 705.3 165.0 165.0 4.1 4.1 1.0 4.1 4.1 1.0

38 H64 1.000 0.225 705.3 705.3 158.7 158.7 4.1 4.1 0.9 4.1 4.1 0.9

39 H65 1.000 0.217 705.3 705.3 153.1 153.1 4.1 4.1 0.9 4.1 4.1 0.9

40 H66 1.000 0.208 705.3 705.3 146.7 146.7 4.1 4.1 0.8 4.1 4.1 0.8

41 H67 1.000 0.200 705.3 705.3 141.1 141.1 4.1 4.1 0.8 4.1 4.1 0.8

42 H68 1.000 0.193 705.3 705.3 136.1 136.1 4.1 4.1 0.8 4.1 4.1 0.8

43 H69 1.000 0.185 705.3 705.3 130.5 130.5 4.1 4.1 0.8 4.1 4.1 0.8

44 H70 1.000 0.178 705.3 705.3 125.5 125.5 4.1 4.1 0.7 4.1 4.1 0.7

45 H71 1.000 0.171 705.3 705.3 120.6 120.6 4.1 4.1 0.7 4.1 4.1 0.7

46 H72 1.000 0.165 705.3 705.3 116.4 116.4 4.1 4.1 0.7 4.1 4.1 0.7

47 H73 1.000 0.158 705.3 705.3 111.4 111.4 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

48 H74 1.000 0.152 705.3 705.3 107.2 107.2 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

49 H75 1.000 0.146 705.3 705.3 103.0 103.0 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

50 H76 1.000 0.141 705.3 705.3 99.4 99.4 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

51 H77 1.000 0.135 705.3 705.3 95.2 95.2 4.1 4.1 0.6 4.1 4.1 0.6

52 H78 1.000 0.130 705.3 705.3 91.7 91.7 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

53 H79 1.000 0.125 705.3 705.3 88.2 88.2 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

54 H80 1.000 0.120 705.3 705.3 84.6 84.6 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

55 H81 1.000 0.116 705.3 705.3 81.8 6.3 0.8 82.6 4.1 4.1 0.5 4.1 4.1 0.5

56 H82 1.000 0.111 563.2 563.2 62.5 62.5 3.6 3.6 0.4 3.6 3.6 0.4

57 H83 1.000 0.107 563.2 563.2 60.3 269.0 31.3 91.6 3.6 3.6 0.4 3.6 3.6 0.4

35,265 35,265 11,703 275 32 11,735 1,206 1,206 1,003 203 203 67 1,408 1,408 1,070

B 117.4

C 10.7

B/C 11.0

B-C 106.7

31.9%

計③＋④
年度

ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

整
備
期
間

残存価値②
計�①+②

建設費③ 維持管理費④便益①

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比
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（様式－3） 

【算出説明書】 

事業概要 

事業目的 （水環境） 

《芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）》 

瀬戸川合流部では、生活排水等の流入や動植物による自然浄化機能（自

然が本来持っている浄化機能）が低いことにより、水質が悪化しており、

環境基準（BOD:3mg/l）を満足できない状態が続いている。 

また、リン濃度が高く芦田川河口堰湛水域ではアオコの発生が見られ

る。そのため、芦田川下流域（瀬戸川合流部）の水質改善を図るものであ

る。 

《芦田川下流植生浄化（芦田川下流部）》 

芦田川下流域では、生活排水等の流入や動植物による自然浄化機能（自

然が本来持っている浄化機能）が低いことにより、水質が悪化しており、

環境基準（BOD:3mg/l）を満足できない状態が続いている。 

また、リン濃度が高く芦田川河口堰湛水域ではアオコの発生が見られ

る。そのため、芦田川下流域（芦田川下流部）の水質改善を図るものであ

る。 

《曝気循環施設（八田原ダム貯水池）》 

八田原ダム建設時に湖内対策として曝気循環装置（４基）、支川流入対

策として植生浄化、土壌浄化等の水質対策を実施しているが、平成 15 年

から貯水池内全体にアオコの発生が見られるようになった（曝気循環装置

４基設置時）。 

そのため、八田原ダム貯水池の水質改善を図るものである。 

（自然再生） 

《魚道整備（芦田川河口堰）》 

芦田川河口堰の設置により、上下流が分断され、縦断方向の連続性が確

保されておらず魚類の遡上降下の妨げとなっている。 

そのため、魚類の遡上降下環境の改善を図るものである。 

《魚道整備（芦田川中上流部）》 

芦田川中上流部では、魚道の設置されていない横断工作物により上下流

が分断され、魚類の遡上降下が遮られ縦断方向の連続性が分断されてい

る。 

そのため、魚類の遡上降下環境の改善を図るものである。 

（水辺整備） 

《新市地区護岸整備》 

新市地区の川沿いは、運動公園として整備されレクリエーション、散策

等の場として、地域住民の方に利用されている。しかし、現状は坂路や階

段もなく安全に水辺を利用することができない。 

そのため、地域住民が安全に水辺を利用でき、河川巡視などの河川管理

も安全に行うことができるように坂路の整備等を図るものである。 
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事業内容 

（事業箇所図） 

①芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）

植生浄化施設整備工

②芦田川下流植生浄化（芦田川下流部）

掘削工、植生浄化施設整備工

③魚道整備（芦田川河口堰）

魚道設置

④魚道整備（芦田川中上流部）

魚道設置

⑤新市地区護岸整備

護岸、坂路等

⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池）

曝気施設整備

⑥曝気循環施設
（八田原ダム貯水池）

④魚道整備（芦田川中上流部）

④魚道整備（芦田川中上流部）

⑤新市地区護岸整備

②芦田川下流植生浄化
（芦田川下流部）

①芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）

③魚道整備（芦田川河口堰）

凡例

基準地点

主要地点

既設ダム

流域界

県界

市町村界

（･） （･）
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（様式－4） 
【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

便
益

評価手法 ○CVM（平成 26年 8月にアンケート実施）

（水環境）芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部、芦田川下流部） 

（水環境）曝気循環施設（八田原ダム貯水池） 

○CVM（平成 23年 9月にアンケート実施）

（自然再生）魚道整備（芦田川河口堰、芦田川中上流部） 

○TCM（平成 23年 9月にアンケート実施）

（水辺整備）新市地区護岸整備 

便益計測期間 平成 24 年度～平成 83年度（2012年度～2071年度） 

（事業完了から 50年） 

総便益 ○年便益額＝  773百万円

○残存価値＝   45百万円

総便益 B＝Σ単年度便益額／（1+0.04）n＋残存価値＝15,335百万円 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（水環境）芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部、芦田川下流部） 

○便益範囲：プレテストの結果より、河川の認識度、利用頻度、課題の

認識、事業の必要性の意識が高い、事業箇所から 15km の世帯を対象とす

る。 

○世帯数：149,416世帯

○配布回収方法：郵送

○アンケート票数：2,500票配布

回収数 862票（回収率 35％）

有効回答数 525票（有効回答率 61％）

凡 例

流域界

市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲

福山市

府中市
世羅町

井原市

尾道市
三原市

神石高原町
20km圏

本アンケート範囲
① 芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）
② 芦田川下流植生浄化（芦田川下流部） 15km

①芦田川下流植生浄化(瀬戸川合流部）
②芦田川下流植生浄化(芦田川下流部)
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便

益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（水環境）曝気循環施設（八田原ダム貯水池）（CVM） 

○便益範囲：プレテストの結果より、河川の認識度、利用頻度、課題の

認識、事業の必要性の意識が高い、事業箇所から 10km の世帯を対象とす

る。 

○世帯数：14,512世帯

○配布回収方法：郵送

○アンケート票数：2,000票配布

回収数 823票（回収率 41％）

有効回答数 488票（有効回答率 59％）

福山市

府中市
世羅町

井原市

尾道市

三原市

神石高原町

本アンケート範囲
⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池） 10km

⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池）

20km圏

凡 例

流域界

市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲
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（自然再生）魚道整備（芦田川河口堰、芦田川中上流部） 

○便益範囲：プレテストの結果より、河川の認識度、利用頻度、課題の

認識、事業の必要性の意識が高い、事業箇所から 3kmの世帯を対象とす

る。 

○世帯数：47,939世帯

○配布回収方法：郵送

○アンケート票数：2,000票配布

回収数 649票（回収率 32％）

有効回答数 396票（有効回答率 61％）

福山市

府中市

世羅町

井原市

尾道市

三原市

神石高原町

本アンケート範囲
④魚道整備（芦田川河口堰）
⑤魚道整備(芦田川中上流部） ３km

⑤魚道整備（芦田川中上流部）

④魚道整備（芦田河口堰）

20km圏

凡 例

流域界

市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲
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（水辺整備）新市地区護岸整備 

○便益範囲：プレテスト結果より、利用者が確認されている、福山市、

神石高原町、井原市（高梁川流域は除く）府中市（江の川流域は除く）

尾道市とした。 

○人口：483,723 人

○配布回収方法：郵送

○アンケート票数：1,400票配布

回収数 481 票（回収率 34％）

有効回答数 455票（有効回答率 95％）

費

用 

事業費 3,736百万円 

維持管理費 256百万円 

総費用 3,992百万円 

費用便益比（B/C） 3.8 

その他留意点等 

【対象範囲】
福山市、神石高原町、井原市

（高梁川流域は除く）
府中市（江の川流域は除く）
尾道市

凡 例

流域界

市町村界

旧市町村界

本アンケート範囲

ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

凡 例

流域界

市町村界

旧市町村界

凡 例

流域界

市町村界

旧市町村界

本アンケート範囲

ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

本アンケート範囲

ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

旧神辺町

井原市

神石高原町

旧尾道市

旧御調町

旧上下町

旧府中市 旧新市町

旧駅家町

福山市
加茂町

旧芦田町

旧福山市

⑥新市地区護岸整備

②②

①①

③③

④④

③③

③③

④④

20km圏
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（様式－5） 

河川環境整備事業

事業名

評価年度 平成26年度

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水環境） 式 1 1280

本工事費 式 1 1280

河床掘削 m3 57,400 175

河床整正 m2 34700 868

水質浄化施設 箇所 2 124 曝気循環装置

水質監視装置 式 1 66 水質総合管理システム

その他 式 1 47 仮設工等

間接経費等（水環境） 式 1 875

事業費（水環境）　計 式 1 2155

工事費（自然再生） 式 1 599

本工事費 式 1 599

魚道整備 箇所 5 456

樋門・樋管 箇所 1 57

その他 式 1 86 仮設工等

間接経費等（自然再生） 式 1 49

事業費（自然再生）　計 式 1 649

工事費（水辺整備） 式 1 324

本工事費 式 1 324

護岸 m 400 92

河床掘削 m3 15400 77

高水敷整正 ㎡ 7700 38

管理用階段 箇所 6 77

その他 式 1 40 仮設工等

間接経費等（水辺整備） 式 1 39

事業費（水辺整備）　計 式 1 363

事業費　計 式 1 3166

維持管理費（水環境） 式 1 400

維持管理費（自然再生） 式 1 145

維持管理費（水辺整備） 式 1 10

維持管理費　計 式 1 554

事業費の内訳書

芦田川総合水系環境整備事業　（全体事業費）

再評価
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（様式－5） 

河川環境整備事業

事業名

評価年度 平成26年度

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水環境） 式 1 423

本工事費 式 1 423

河床掘削 m3 16900 142 中州掘削

河床整正 m2 27300 259 植生浄化施設整備

その他 式 1 22 仮設工等

間接経費等（水環境） 式 1 319

工事諸費（水環境） 式 0 0

事業費（水環境）　計 式 1 743

工事費（自然再生） 式 1 92

本工事費 式 1 92

魚道整備 箇所 4 63

その他 式 1 29 仮設工等

間接経費等（自然再生） 式 1 8

事業費（自然再生）　計 式 1 100

工事費（水辺整備） 式 1 324

本工事費 式 1 324

護岸 m 400 92

河床掘削 m3 15400 77

高水敷整正 ㎡ 7700 38

管理用階段 箇所 6 77

その他 式 1 40 仮設工等

間接経費等（水辺整備） 式 1 39

事業費（水辺整備）　計 式 1 363

事業費　計 式 1 1206

維持管理費（水環境） 式 1 168

維持管理費（自然再生） 式 1 25

維持管理費（水辺整備） 式 1 10

維持管理費　計 式 1 203

事業費の内訳書

芦田川総合水系環境整備事業　（残事業費）

再評価
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芦田川総合水系環境整備事業 

（水環境） 

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕 
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（様式－1） 
【概要】 

水系・河川名 芦田川水系 

事業名 芦田川総合水系環境整備事業 

事業主体 中国地方整備局 福山河川国道事務所 

関係自治体 福山市 

事業期間 平成 17年度～平成 33年度（2005年度～2021年度） 

基準（評価年度） 平成 26年度（2014年度） 

【費用】 

建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質合計） 2,155百万円 400百万円 2,554百万円 

基準年における 

現在価値合計（C） 
2,387百万円 154百万円 2,540百万円 

【便益】 

便益 

供用年度 平成 34年度 

供用年度の単年度 

便益（実質価格） 
573百万円 

残存価値 29百万円 

基準年における 

現在価値合計（B） 
11,851百万円 

【費用便益分析結果】 

費用便益比（CBR） 4.7 

純現在価値（NPV） 9,311百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
15.4% 
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（様式－2） 

【費用便益算定シート…（水環境）全体事業】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801

-14 H12 1.000 1.732

-13 H13 1.025 1.665

-12 H14 1.039 1.601

-11 H15 1.039 1.539

-10 H16 1.035 1.480

-9 H17 1.030 1.423 211.1 217.4 309.4 211.1 217.4 309.4

-8 H18 1.019 1.369

-7 H19 1.003 1.316 271.4 272.2 358.2 271.4 272.2 358.2

-6 H20 0.974 1.265 362.0 352.6 446.1 362.0 352.6 446.1

-5 H21 1.005 1.217 228.0 229.2 278.9 228.0 229.2 278.9

-4 H22 1.004 1.170 100.0 100.4 117.5 100.0 100.4 117.5

-3 H23 0.991 1.125 62.1 61.5 69.2 62.1 61.5 69.2

-2 H24 1.000 1.082 314.1 314.1 339.9 339.9 33.0 33.0 35.7 1.1 1.1 1.2 34.1 34.1 36.9

-1 H25 1.000 1.040 314.1 314.1 326.7 326.7 95.6 95.6 99.4 1.1 1.1 1.2 96.7 96.7 100.6

0 H26 1.000 1.000 314.1 314.1 314.1 314.1 48.9 48.9 48.9 1.1 1.1 1.1 50.0 50.0 50.0

1 H27 1.000 0.962 314.1 314.1 302.2 302.2 74.3 74.3 71.5 1.1 1.1 1.1 75.4 75.4 72.6

2 H28 1.000 0.925 314.1 314.1 290.6 290.6 20.5 20.5 19.0 5.1 5.1 4.7 25.6 25.6 23.7

3 H29 1.000 0.889 314.1 314.1 279.3 279.3 128.0 128.0 113.8 1.1 1.1 1.0 129.1 129.1 114.8

4 H30 1.000 0.855 314.1 314.1 268.6 268.6 129.0 129.0 110.3 1.1 1.1 1.0 130.1 130.1 111.3

5 H31 1.000 0.822 314.1 314.1 258.2 258.2 129.0 129.0 106.0 1.1 1.1 0.9 130.1 130.1 107.0

6 H32 1.000 0.790 314.1 314.1 248.2 248.2 129.0 129.0 101.9 1.1 1.1 0.9 130.1 130.1 102.8

7 H33 1.000 0.760 314.1 314.1 238.7 238.7 132.7 132.7 100.9 11.0 11.0 8.3 143.7 143.7 109.2

8 H34 1.000 0.731 573.3 573.3 419.1 419.1 4.5 4.5 3.3 4.5 4.5 3.3

9 H35 1.000 0.703 573.3 573.3 403.0 403.0 4.5 4.5 3.2 4.5 4.5 3.2

10 H36 1.000 0.676 573.3 573.3 387.5 387.5 4.5 4.5 3.0 4.5 4.5 3.0

11 H37 1.000 0.650 573.3 573.3 372.6 372.6 19.3 19.3 12.5 19.3 19.3 12.5

12 H38 1.000 0.625 573.3 573.3 358.3 358.3 21.8 21.8 13.6 21.8 21.8 13.6

13 H39 1.000 0.601 573.3 573.3 344.5 344.5 4.5 4.5 2.7 4.5 4.5 2.7

14 H40 1.000 0.577 573.3 573.3 330.8 330.8 10.5 10.5 6.1 10.5 10.5 6.1

15 H41 1.000 0.555 573.3 573.3 318.2 318.2 4.5 4.5 2.5 4.5 4.5 2.5

16 H42 1.000 0.534 573.3 573.3 306.1 306.1 4.5 4.5 2.4 4.5 4.5 2.4

17 H43 1.000 0.513 573.3 573.3 294.1 294.1 14.3 14.3 7.4 14.3 14.3 7.4

18 H44 1.000 0.494 573.3 573.3 283.2 283.2 4.5 4.5 2.2 4.5 4.5 2.2

19 H45 1.000 0.475 573.3 573.3 272.3 272.3 4.5 4.5 2.1 4.5 4.5 2.1

20 H46 1.000 0.456 573.3 573.3 261.4 261.4 4.5 4.5 2.0 4.5 4.5 2.0

21 H47 1.000 0.439 573.3 573.3 251.7 251.7 4.5 4.5 2.0 4.5 4.5 2.0

22 H48 1.000 0.422 573.3 573.3 241.9 241.9 13.5 13.5 5.7 13.5 13.5 5.7

23 H49 1.000 0.406 573.3 573.3 232.7 232.7 4.5 4.5 1.8 4.5 4.5 1.8

24 H50 1.000 0.390 573.3 573.3 223.6 223.6 4.5 4.5 1.8 4.5 4.5 1.8

25 H51 1.000 0.375 573.3 573.3 215.0 215.0 19.3 19.3 7.2 19.3 19.3 7.2

26 H52 1.000 0.361 573.3 573.3 206.9 206.9 4.5 4.5 1.6 4.5 4.5 1.6

27 H53 1.000 0.347 573.3 573.3 198.9 198.9 27.7 27.7 9.6 27.7 27.7 9.6

28 H54 1.000 0.333 573.3 573.3 190.9 190.9 4.5 4.5 1.5 4.5 4.5 1.5

29 H55 1.000 0.321 573.3 573.3 184.0 184.0 4.5 4.5 1.4 4.5 4.5 1.4

30 H56 1.000 0.308 573.3 573.3 176.6 176.6 4.5 4.5 1.4 4.5 4.5 1.4

31 H57 1.000 0.296 573.3 573.3 169.7 169.7 10.5 10.5 3.1 10.5 10.5 3.1

32 H58 1.000 0.285 573.3 573.3 163.4 163.4 8.5 8.5 2.4 8.5 8.5 2.4

33 H59 1.000 0.274 573.3 573.3 157.1 157.1 4.5 4.5 1.2 4.5 4.5 1.2

34 H60 1.000 0.264 573.3 573.3 151.3 151.3 4.5 4.5 1.2 4.5 4.5 1.2

35 H61 1.000 0.253 573.3 573.3 145.0 145.0 4.5 4.5 1.1 4.5 4.5 1.1

36 H62 1.000 0.244 573.3 573.3 139.9 139.9 4.5 4.5 1.1 4.5 4.5 1.1

37 H63 1.000 0.234 573.3 573.3 134.1 134.1 14.3 14.3 3.4 14.3 14.3 3.4

38 H64 1.000 0.225 573.3 573.3 129.0 129.0 4.5 4.5 1.0 4.5 4.5 1.0

39 H65 1.000 0.217 573.3 573.3 124.4 124.4 19.3 19.3 4.2 19.3 19.3 4.2

40 H66 1.000 0.208 573.3 573.3 119.2 119.2 4.5 4.5 0.9 4.5 4.5 0.9

41 H67 1.000 0.200 573.3 573.3 114.7 114.7 4.5 4.5 0.9 4.5 4.5 0.9

42 H68 1.000 0.193 573.3 573.3 110.6 110.6 21.8 21.8 4.2 21.8 21.8 4.2

43 H69 1.000 0.185 573.3 573.3 106.1 106.1 4.5 4.5 0.8 4.5 4.5 0.8

44 H70 1.000 0.178 573.3 573.3 102.0 102.0 4.5 4.5 0.8 4.5 4.5 0.8

45 H71 1.000 0.171 573.3 573.3 98.0 98.0 4.5 4.5 0.8 4.5 4.5 0.8

46 H72 1.000 0.165 573.3 573.3 94.6 94.6 4.5 4.5 0.7 4.5 4.5 0.7

47 H73 1.000 0.158 573.3 573.3 90.6 105.0 11.9 102.5 19.3 19.3 3.1 19.3 19.3 3.1

48 H74 1.000 0.152 259.1 259.1 39.4 39.4 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

49 H75 1.000 0.146 259.1 259.1 37.8 37.8 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

50 H76 1.000 0.141 259.1 259.1 36.5 36.5 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

51 H77 1.000 0.135 259.1 259.1 35.0 35.0 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

52 H78 1.000 0.130 259.1 259.1 33.7 33.7 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

53 H79 1.000 0.125 259.1 259.1 32.4 32.4 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

54 H80 1.000 0.120 259.1 259.1 31.1 31.1 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

55 H81 1.000 0.116 259.1 259.1 30.1 30.1 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

56 H82 1.000 0.111 259.1 259.1 28.8 28.8 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

57 H83 1.000 0.107 259.1 259.1 27.7 175.6 17.4 45.1 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

28,663 28,663 11,822 281 29 11,851 2,155 2,153 2,387 400 400 154 2,554 2,553 2,540

B 118.5

C 25.4

B/C 4.7

B-C 93.1

15.4%

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

残存価値②割 引 率

便益：B

整
備
期
間

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

費用便益比

計�①+②
建設費③ 維持管理費④

年度
ﾃﾞﾌﾚｰﾀ

費用：C

便益① 計③＋④
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（様式－2） 

【費用便益算定シート…（水環境）残事業】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801

-14 H12 1.000 1.732

-13 H13 1.025 1.665

-12 H14 1.039 1.601

-11 H15 1.039 1.539

-10 H16 1.035 1.480

-9 H17 1.030 1.423

-8 H18 1.019 1.369

-7 H19 1.003 1.316

-6 H20 0.974 1.265

-5 H21 1.005 1.217

-4 H22 1.004 1.170

-3 H23 0.991 1.125

-2 H24 1.000 1.082

-1 H25 1.000 1.040

0 H26 1.000 1.000

1 H27 1.000 0.962 74.3 74.3 71.5 74.3 74.3 71.5

2 H28 1.000 0.925 20.5 20.5 19.0 20.5 20.5 19.0

3 H29 1.000 0.889 128.0 128.0 113.8 128.0 128.0 113.8

4 H30 1.000 0.855 129.0 129.0 110.3 129.0 129.0 110.3

5 H31 1.000 0.822 129.0 129.0 106.0 129.0 129.0 106.0

6 H32 1.000 0.790 129.0 129.0 101.9 129.0 129.0 101.9

7 H33 1.000 0.760 132.7 132.7 100.9 132.7 132.7 100.9

8 H34 1.000 0.731 518.2 518.2 378.8 378.8 3.4 3.4 2.5 3.4 3.4 2.5

9 H35 1.000 0.703 518.2 518.2 364.3 364.3 3.4 3.4 2.4 3.4 3.4 2.4

10 H36 1.000 0.676 518.2 518.2 350.3 350.3 3.4 3.4 2.3 3.4 3.4 2.3

11 H37 1.000 0.650 518.2 518.2 336.8 336.8 3.4 3.4 2.2 3.4 3.4 2.2

12 H38 1.000 0.625 518.2 518.2 323.9 323.9 3.4 3.4 2.1 3.4 3.4 2.1

13 H39 1.000 0.601 518.2 518.2 311.4 311.4 3.4 3.4 2.0 3.4 3.4 2.0

14 H40 1.000 0.577 518.2 518.2 299.0 299.0 3.4 3.4 1.9 3.4 3.4 1.9

15 H41 1.000 0.555 518.2 518.2 287.6 287.6 3.4 3.4 1.9 3.4 3.4 1.9

16 H42 1.000 0.534 518.2 518.2 276.7 276.7 3.4 3.4 1.8 3.4 3.4 1.8

17 H43 1.000 0.513 518.2 518.2 265.8 265.8 3.4 3.4 1.7 3.4 3.4 1.7

18 H44 1.000 0.494 518.2 518.2 256.0 256.0 3.4 3.4 1.7 3.4 3.4 1.7

19 H45 1.000 0.475 518.2 518.2 246.1 246.1 3.4 3.4 1.6 3.4 3.4 1.6

20 H46 1.000 0.456 518.2 518.2 236.3 236.3 3.4 3.4 1.5 3.4 3.4 1.5

21 H47 1.000 0.439 518.2 518.2 227.5 227.5 3.4 3.4 1.5 3.4 3.4 1.5

22 H48 1.000 0.422 518.2 518.2 218.7 218.7 3.4 3.4 1.4 3.4 3.4 1.4

23 H49 1.000 0.406 518.2 518.2 210.4 210.4 3.4 3.4 1.4 3.4 3.4 1.4

24 H50 1.000 0.390 518.2 518.2 202.1 202.1 3.4 3.4 1.3 3.4 3.4 1.3

25 H51 1.000 0.375 518.2 518.2 194.3 194.3 3.4 3.4 1.3 3.4 3.4 1.3

26 H52 1.000 0.361 518.2 518.2 187.1 187.1 3.4 3.4 1.2 3.4 3.4 1.2

27 H53 1.000 0.347 518.2 518.2 179.8 179.8 3.4 3.4 1.2 3.4 3.4 1.2

28 H54 1.000 0.333 518.2 518.2 172.6 172.6 3.4 3.4 1.1 3.4 3.4 1.1

29 H55 1.000 0.321 518.2 518.2 166.3 166.3 3.4 3.4 1.1 3.4 3.4 1.1

30 H56 1.000 0.308 518.2 518.2 159.6 159.6 3.4 3.4 1.0 3.4 3.4 1.0

31 H57 1.000 0.296 518.2 518.2 153.4 153.4 3.4 3.4 1.0 3.4 3.4 1.0

32 H58 1.000 0.285 518.2 518.2 147.7 147.7 3.4 3.4 1.0 3.4 3.4 1.0

33 H59 1.000 0.274 518.2 518.2 142.0 142.0 3.4 3.4 0.9 3.4 3.4 0.9

34 H60 1.000 0.264 518.2 518.2 136.8 136.8 3.4 3.4 0.9 3.4 3.4 0.9

35 H61 1.000 0.253 518.2 518.2 131.1 131.1 3.4 3.4 0.9 3.4 3.4 0.9

36 H62 1.000 0.244 518.2 518.2 126.4 126.4 3.4 3.4 0.8 3.4 3.4 0.8

37 H63 1.000 0.234 518.2 518.2 121.3 121.3 3.4 3.4 0.8 3.4 3.4 0.8

38 H64 1.000 0.225 518.2 518.2 116.6 116.6 3.4 3.4 0.8 3.4 3.4 0.8

39 H65 1.000 0.217 518.2 518.2 112.4 112.4 3.4 3.4 0.7 3.4 3.4 0.7

40 H66 1.000 0.208 518.2 518.2 107.8 107.8 3.4 3.4 0.7 3.4 3.4 0.7

41 H67 1.000 0.200 518.2 518.2 103.6 103.6 3.4 3.4 0.7 3.4 3.4 0.7

42 H68 1.000 0.193 518.2 518.2 100.0 100.0 3.4 3.4 0.7 3.4 3.4 0.7

43 H69 1.000 0.185 518.2 518.2 95.9 95.9 3.4 3.4 0.6 3.4 3.4 0.6

44 H70 1.000 0.178 518.2 518.2 92.2 92.2 3.4 3.4 0.6 3.4 3.4 0.6

45 H71 1.000 0.171 518.2 518.2 88.6 88.6 3.4 3.4 0.6 3.4 3.4 0.6

46 H72 1.000 0.165 518.2 518.2 85.5 85.5 3.4 3.4 0.6 3.4 3.4 0.6

47 H73 1.000 0.158 518.2 518.2 81.9 81.9 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

48 H74 1.000 0.152 518.2 518.2 78.8 78.8 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

49 H75 1.000 0.146 518.2 518.2 75.7 75.7 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

50 H76 1.000 0.141 518.2 518.2 73.1 73.1 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

51 H77 1.000 0.135 518.2 518.2 70.0 70.0 3.4 3.4 0.5 3.4 3.4 0.5

52 H78 1.000 0.130 518.2 518.2 67.4 67.4 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

53 H79 1.000 0.125 518.2 518.2 64.8 64.8 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

54 H80 1.000 0.120 518.2 518.2 62.2 62.2 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

55 H81 1.000 0.116 518.2 518.2 60.1 60.1 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

56 H82 1.000 0.111 518.2 518.2 57.5 57.5 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

57 H83 1.000 0.107 518.2 518.2 55.4 167.6 18.6 74.1 3.4 3.4 0.4 3.4 3.4 0.4

25,909 25,909 8,459 168 19 8,478 743 743 623 168 168 55 911 911 678

B 84.8

C 6.8

B/C 12.5

B-C 78.0

31.2%

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

整
備
期
間

残存価値②
計�①+②

建設費③ 維持管理費④便益① 計③＋④
年度

ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C
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（様式－3） 

【算出説明書】 

事業概要書

事業目的 （水環境） 

《芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）》 

瀬戸川合流部では、生活排水等の流入や動植物による自然浄化機能（自

然が本来持っている浄化機能）が低いことにより、水質が悪化しており、

環境基準（BOD:3mg/l）を満足できない状態が続いている。 

また、リン濃度が高く芦田川河口堰湛水域ではアオコの発生が見られ

る。そのため、芦田川下流域（瀬戸川合流部）の水質改善を図るものであ

る。 

《芦田川下流植生浄化（芦田川下流部）》 

芦田川下流域では、生活排水等の流入や動植物による自然浄化機能（自

然が本来持っている浄化機能）が低いことにより、水質が悪化しており、

環境基準（BOD:3mg/l）を満足できない状態が続いている。 

また、リン濃度が高く芦田川河口堰湛水域ではアオコの発生が見られ

る。そのため、芦田川下流域（芦田川下流部）の水質改善を図るものであ

る。 

《曝気循環施設（八田原ダム貯水池）》 

八田原ダム建設時に湖内対策として曝気循環装置（４基）、支川流入対

策として植生浄化、土壌浄化等の水質対策を実施しているが、平成 15 年

から貯水池内全体にアオコの発生が見られるようになった（曝気循環装置

４基設置時）。 

そのため、八田原ダム貯水池の水質改善を図るものである。 
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事業内容

（事業箇所図）

①芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）

植生浄化施設整備工

②芦田川下流植生浄化（芦田川下流部）

掘削工、植生浄化施設整備工

⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池）

曝気施設整備

⑥曝気循環施設
（八田原ダム貯水池）

②芦田川下流植生浄化
（芦田川下流部）

①芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）

凡例

基準地点

主要地点

既設ダム

流域界

県界

市町村界

（･） （･）
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（様式－4） 
【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

事
業
目
的

評価手法 （水環境）：CVM（平成 26年 8月にアンケート実施） 

便益計測期間 平成 24 年度～平成 83年度（2012年度～2071 年度） 

（事業完了から 50年） 

総便益 ○年便益額＝573百万円

○残存価値＝ 29百万円

総便益 B＝Σ単年度便益額／（1+0.04）n＋残存価値＝11,851百万円 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（水環境）芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部、芦田川下流部） 

○便益範囲：プレテストの結果より、河川の認識度、利用頻度、課題の

認識、事業の必要性の意識が高い、事業箇所から 15kmの世帯を対象とす

る。 

○世帯数：149,416世帯

○配布回収方法：郵送

○アンケート票数：2,500票配布

回収数 862票（回収率 35％）

有効回答数 525票（有効回答率 61％）

凡 例

流域界

市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲

福山市

府中市
世羅町

井原市

尾道市
三原市

神石高原町
20km圏

本アンケート範囲
① 芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部）
② 芦田川下流植生浄化（芦田川下流部） 15km

①芦田川下流植生浄化(瀬戸川合流部）
②芦田川下流植生浄化(芦田川下流部)
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（水環境）曝気循環施設（八田原ダム貯水池）（CVM） 

○便益範囲：プレテストの結果より、河川の認識度、利用頻度、課題の

認識、事業の必要性の意識が高い、事業箇所から 10km の世帯を対象とす

る。 

○世帯数：14,512世帯

○配布回収方法：郵送

○アンケート票数：2,000票配布

回収数 823票（回収率 41％）

有効回答数 488票（有効回答率 59％）

費
用

事業費 2,387百万円 

維持管理費 154百万円 

総費用 2,540百万円 

費用便益比（B/C） 4.7 

その他留意点 

福山市

府中市
世羅町

井原市

尾道市

三原市

神石高原町

本アンケート範囲
⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池） 10km

⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池）

20km圏

凡 例

流域界

市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲
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芦田川総合水系環境整備事業（水環境）芦田川下流植生浄化（瀬戸川合流部、芦田川下流部） 

 CVM本調査結果 

【事業全体】 

1. アンケート集計数

事業名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

芦田川下流植生浄化 

（瀬戸川合流部、芦田川下流部） 
2,500 862 35% 525 61% 

67

142

106

68

54

11
18

7

0

20

40

60

80

100

120

140

160

50円 100円 200円 300円 500円 700円 1000円 2000円

回
答
者
数

(人
)

支払い意志額(円/月/世帯)

2. WTP 算定結果

0%

10%

20%
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100%

0 500 1000 1500 2000 2500

賛
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率

支払い意志額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
297円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

3. 便益・費用算定結果

・ Ｂは残存価値を加算した 

・ 年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

芦田川下流植生浄化：297×12×149,416=533（百万円） 

事業名 年便益（百万円） Ｂ（百万円） Ｃ（百万円） 

芦田川下流植生浄化 

（瀬戸川合流部、芦田川下流部） 
533 10,864 2,137 
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【残事業】 

1. アンケート集計数

事業名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

芦田川下流植生浄化 

（芦田川下流部） 
2,500 862 35％ 553 64％ 

2. WTP 算定結果

・ 芦田川下流植生浄化（芦田川下流部） 

0%

10%

20%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 500 1000 1500 2000 2500

賛
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率

支払い意志額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
289円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

3. 便益・費用算定結果

・ Ｂは残存価値を加算した 

・ 年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

芦田川下流植生浄化（芦田川下流部）：289×12×149,416=518（百万円） 

事業名 年便益（百万円） Ｂ（百万円） Ｃ（百万円） 

芦田川下流植生浄化 

（芦田川下流部） 
518 8,478 678 
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芦田川総合水系環境整備事業（水環境）曝気循環施設（八田原ダム） 

CVM本調査結果 

4. アンケート集計数

事業名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

曝気循環施設 

（八田原ダム） 
2,000 823 41% 488 59% 
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5. WTP 算定結果
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賛
同
率

支払い意志額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
234円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

6. 便益・費用算定結果

・ Ｂは残存価値を加算した 

・ 年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

曝気循環施設：234×12×14,512=41（百万円） 

事業名 年便益（百万円） Ｂ（百万円） Ｃ（百万円） 

曝気循環施設 

（八田原ダム） 
41 987 403 
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芦田川総合水系環境整備事業 

（自然再生） 
 

 

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕 
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（様式－1） 
【概要】    

水系・河川名 芦田川水系 

事業名 芦田川総合水系環境整備事業 

事業主体 中国地方整備局 福山河川国道事務所 

関係自治体 福山市・府中市 

事業期間 平成 11年度～平成 31年度（1999年度～2019年度） 

基準（評価年度） 平成 26年度（2014年度） 

    

【費用】    

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質合計） 649百万円 145百万円 794百万円 

基準年における 

現在価値合計（C） 
1,057百万円 99百万円 1,156百万円 

    

【便益】    

 便益 

供用年度 平成 32年度 

供用年度の単年度 

便益（実質価格） 
155百万円 

残存価値 3百万円 

基準年における 

現在価値合計（B） 
2,736百万円 

    

【費用便益分析結果】    

費用便益比（CBR） 2.4  

純現在価値（NPV） 1,580百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
6.8% 
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（様式－2） 

【費用便益算定シート…（自然再生）全体事業】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801 304.6 304.0 547.5 304.6 304.0 547.5

-14 H12 1.000 1.732 244.0 244.0 422.6 244.0 244.0 422.6

-13 H13 1.025 1.665 2.4 2.5 4.1 2.4 2.5 4.1

-12 H14 1.039 1.601 2.4 2.5 4.0 2.4 2.5 4.0

-11 H15 1.039 1.539 2.4 2.5 3.8 2.4 2.5 3.8

-10 H16 1.035 1.480 2.4 2.5 3.7 2.4 2.5 3.7

-9 H17 1.030 1.423 2.4 2.5 3.5 2.4 2.5 3.5

-8 H18 1.019 1.369 2.4 2.4 3.4 2.4 2.4 3.4

-7 H19 1.003 1.316 2.4 2.4 3.2 2.4 2.4 3.2

-6 H20 0.974 1.265 2.4 2.3 3.0 2.4 2.3 3.0

-5 H21 1.005 1.217 2.4 2.4 2.9 2.4 2.4 2.9

-4 H22 1.004 1.170 2.4 2.4 2.8 2.4 2.4 2.8

-3 H23 0.991 1.125 2.4 2.4 2.7 2.4 2.4 2.7

-2 H24 1.000 1.082 2.4 2.4 2.6 2.4 2.4 2.6

-1 H25 1.000 1.040 2.4 2.4 2.5 2.4 2.4 2.5

0 H26 1.000 1.000 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4

1 H27 1.000 0.962 2.4 2.4 2.3 2.4 2.4 2.3

2 H28 1.000 0.925 25.0 25.0 23.1 2.4 2.4 2.2 27.4 27.4 25.3

3 H29 1.000 0.889 25.0 25.0 22.2 2.4 2.4 2.1 27.4 27.4 24.4

4 H30 1.000 0.855 25.0 25.0 21.4 2.4 2.4 2.1 27.4 27.4 23.4

5 H31 1.000 0.822 25.0 25.0 20.6 2.4 2.4 2.0 27.4 27.4 22.5

6 H32 1.000 0.790 154.7 154.7 122.3 122.3 2.9 2.9 2.3 2.9 2.9 2.3

7 H33 1.000 0.760 154.7 154.7 117.6 117.6 2.9 2.9 2.2 2.9 2.9 2.2

8 H34 1.000 0.731 154.7 154.7 113.1 113.1 2.9 2.9 2.1 2.9 2.9 2.1

9 H35 1.000 0.703 154.7 154.7 108.8 108.8 2.9 2.9 2.0 2.9 2.9 2.0

10 H36 1.000 0.676 154.7 154.7 104.6 104.6 2.9 2.9 2.0 2.9 2.9 2.0

11 H37 1.000 0.650 154.7 154.7 100.6 100.6 2.9 2.9 1.9 2.9 2.9 1.9

12 H38 1.000 0.625 154.7 154.7 96.7 96.7 2.9 2.9 1.8 2.9 2.9 1.8

13 H39 1.000 0.601 154.7 154.7 93.0 93.0 2.9 2.9 1.7 2.9 2.9 1.7

14 H40 1.000 0.577 154.7 154.7 89.3 89.3 2.9 2.9 1.7 2.9 2.9 1.7

15 H41 1.000 0.555 154.7 154.7 85.9 85.9 2.9 2.9 1.6 2.9 2.9 1.6

16 H42 1.000 0.534 154.7 154.7 82.6 82.6 2.9 2.9 1.6 2.9 2.9 1.6

17 H43 1.000 0.513 154.7 154.7 79.4 79.4 2.9 2.9 1.5 2.9 2.9 1.5

18 H44 1.000 0.494 154.7 154.7 76.4 76.4 2.9 2.9 1.4 2.9 2.9 1.4

19 H45 1.000 0.475 154.7 154.7 73.5 73.5 2.9 2.9 1.4 2.9 2.9 1.4

20 H46 1.000 0.456 154.7 154.7 70.6 70.6 2.9 2.9 1.3 2.9 2.9 1.3

21 H47 1.000 0.439 154.7 154.7 67.9 67.9 2.9 2.9 1.3 2.9 2.9 1.3

22 H48 1.000 0.422 154.7 154.7 65.3 65.3 2.9 2.9 1.2 2.9 2.9 1.2

23 H49 1.000 0.406 154.7 154.7 62.8 62.8 2.9 2.9 1.2 2.9 2.9 1.2

24 H50 1.000 0.390 154.7 154.7 60.4 60.4 2.9 2.9 1.1 2.9 2.9 1.1

25 H51 1.000 0.375 154.7 154.7 58.0 58.0 2.9 2.9 1.1 2.9 2.9 1.1

26 H52 1.000 0.361 154.7 154.7 55.9 55.9 2.9 2.9 1.1 2.9 2.9 1.1

27 H53 1.000 0.347 154.7 154.7 53.7 53.7 2.9 2.9 1.0 2.9 2.9 1.0

28 H54 1.000 0.333 154.7 154.7 51.5 51.5 2.9 2.9 1.0 2.9 2.9 1.0

29 H55 1.000 0.321 154.7 154.7 49.7 49.7 2.9 2.9 0.9 2.9 2.9 0.9

30 H56 1.000 0.308 154.7 154.7 47.7 47.7 2.9 2.9 0.9 2.9 2.9 0.9

31 H57 1.000 0.296 154.7 154.7 45.8 45.8 2.9 2.9 0.9 2.9 2.9 0.9

32 H58 1.000 0.285 154.7 154.7 44.1 44.1 2.9 2.9 0.8 2.9 2.9 0.8

33 H59 1.000 0.274 154.7 154.7 42.4 42.4 2.9 2.9 0.8 2.9 2.9 0.8

34 H60 1.000 0.264 154.7 154.7 40.9 40.9 2.9 2.9 0.8 2.9 2.9 0.8

35 H61 1.000 0.253 154.7 154.7 39.2 39.2 2.9 2.9 0.7 2.9 2.9 0.7

36 H62 1.000 0.244 154.7 154.7 37.8 37.8 2.9 2.9 0.7 2.9 2.9 0.7

37 H63 1.000 0.234 154.7 154.7 36.2 36.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

38 H64 1.000 0.225 154.7 154.7 34.8 34.8 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

39 H65 1.000 0.217 154.7 154.7 33.6 33.6 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

40 H66 1.000 0.208 154.7 154.7 32.2 32.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

41 H67 1.000 0.200 154.7 154.7 30.9 30.9 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

42 H68 1.000 0.193 154.7 154.7 29.9 29.9 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

43 H69 1.000 0.185 154.7 154.7 28.6 28.6 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

44 H70 1.000 0.178 154.7 154.7 27.5 27.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

45 H71 1.000 0.171 154.7 154.7 26.5 26.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

46 H72 1.000 0.165 154.7 154.7 25.5 25.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

47 H73 1.000 0.158 154.7 154.7 24.5 24.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

48 H74 1.000 0.152 154.7 154.7 23.5 23.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

49 H75 1.000 0.146 154.7 154.7 22.6 22.6 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

50 H76 1.000 0.141 154.7 154.7 21.8 21.8 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

51 H77 1.000 0.135 154.7 154.7 20.9 20.9 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

52 H78 1.000 0.130 154.7 154.7 20.1 20.1 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

53 H79 1.000 0.125 154.7 154.7 19.3 19.3 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

54 H80 1.000 0.120 154.7 154.7 18.6 18.6 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

55 H81 1.000 0.116 154.7 154.7 18.0 51.3 3.3 21.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

7,737 7,737 2,732 51 3 2,736 649 648 1,057 145 145 99 794 793 1,156

B 27.4

C 11.6

B/C 2.4

B-C 15.8

6.8%

年度
ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

残存価値②
計�①+②

建設費③ 維持管理費④便益①

経済的内部収益率

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

純現在価値（億円）

計③＋④
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（様式－2） 

【費用便益算定シート…（自然再生）残事業】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801

-14 H12 1.000 1.732

-13 H13 1.025 1.665

-12 H14 1.039 1.601

-11 H15 1.039 1.539

-10 H16 1.035 1.480

-9 H17 1.030 1.423

-8 H18 1.019 1.369

-7 H19 1.003 1.316

-6 H20 0.974 1.265

-5 H21 1.005 1.217

-4 H22 1.004 1.170

-3 H23 0.991 1.125

-2 H24 1.000 1.082

-1 H25 1.000 1.040

0 H26 1.000 1.000

1 H27 1.000 0.962

2 H28 1.000 0.925 25.0 25.0 23.1 25.0 25.0 23.1

3 H29 1.000 0.889 25.0 25.0 22.2 25.0 25.0 22.2

4 H30 1.000 0.855 25.0 25.0 21.4 25.0 25.0 21.4

5 H31 1.000 0.822 25.0 25.0 20.6 25.0 25.0 20.6

6 H32 1.000 0.790 142.1 142.1 112.3 112.3 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

7 H33 1.000 0.760 142.1 142.1 108.0 108.0 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

8 H34 1.000 0.731 142.1 142.1 103.9 103.9 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

9 H35 1.000 0.703 142.1 142.1 99.9 99.9 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

10 H36 1.000 0.676 142.1 142.1 96.1 96.1 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

11 H37 1.000 0.650 142.1 142.1 92.4 92.4 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

12 H38 1.000 0.625 142.1 142.1 88.8 88.8 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

13 H39 1.000 0.601 142.1 142.1 85.4 85.4 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

14 H40 1.000 0.577 142.1 142.1 82.0 82.0 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

15 H41 1.000 0.555 142.1 142.1 78.9 78.9 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

16 H42 1.000 0.534 142.1 142.1 75.9 75.9 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

17 H43 1.000 0.513 142.1 142.1 72.9 72.9 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

18 H44 1.000 0.494 142.1 142.1 70.2 70.2 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

19 H45 1.000 0.475 142.1 142.1 67.5 67.5 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

20 H46 1.000 0.456 142.1 142.1 64.8 64.8 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

21 H47 1.000 0.439 142.1 142.1 62.4 62.4 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

22 H48 1.000 0.422 142.1 142.1 60.0 60.0 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

23 H49 1.000 0.406 142.1 142.1 57.7 57.7 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

24 H50 1.000 0.390 142.1 142.1 55.4 55.4 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

25 H51 1.000 0.375 142.1 142.1 53.3 53.3 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

26 H52 1.000 0.361 142.1 142.1 51.3 51.3 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

27 H53 1.000 0.347 142.1 142.1 49.3 49.3 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

28 H54 1.000 0.333 142.1 142.1 47.3 47.3 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

29 H55 1.000 0.321 142.1 142.1 45.6 45.6 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

30 H56 1.000 0.308 142.1 142.1 43.8 43.8 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

31 H57 1.000 0.296 142.1 142.1 42.1 42.1 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

32 H58 1.000 0.285 142.1 142.1 40.5 40.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

33 H59 1.000 0.274 142.1 142.1 38.9 38.9 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

34 H60 1.000 0.264 142.1 142.1 37.5 37.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

35 H61 1.000 0.253 142.1 142.1 35.9 35.9 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

36 H62 1.000 0.244 142.1 142.1 34.7 34.7 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

37 H63 1.000 0.234 142.1 142.1 33.2 33.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

38 H64 1.000 0.225 142.1 142.1 32.0 32.0 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

39 H65 1.000 0.217 142.1 142.1 30.8 30.8 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

40 H66 1.000 0.208 142.1 142.1 29.6 29.6 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

41 H67 1.000 0.200 142.1 142.1 28.4 28.4 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

42 H68 1.000 0.193 142.1 142.1 27.4 27.4 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

43 H69 1.000 0.185 142.1 142.1 26.3 26.3 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

44 H70 1.000 0.178 142.1 142.1 25.3 25.3 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

45 H71 1.000 0.171 142.1 142.1 24.3 24.3 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

46 H72 1.000 0.165 142.1 142.1 23.4 23.4 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

47 H73 1.000 0.158 142.1 142.1 22.5 22.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

48 H74 1.000 0.152 142.1 142.1 21.6 21.6 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

49 H75 1.000 0.146 142.1 142.1 20.7 20.7 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

50 H76 1.000 0.141 142.1 142.1 20.0 20.0 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

51 H77 1.000 0.135 142.1 142.1 19.2 19.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

52 H78 1.000 0.130 142.1 142.1 18.5 18.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

53 H79 1.000 0.125 142.1 142.1 17.8 17.8 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

54 H80 1.000 0.120 142.1 142.1 17.1 17.1 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

55 H81 1.000 0.116 142.1 142.1 16.5 6.3 0.8 17.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

7,105 7,105 2,509 6 1 2,510 100 100 87 25 25 9 125 125 96

B 25.1

C 1.0

B/C 26.1

B-C 24.1

60.7%

年度
ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C
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設
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成
後
の
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価
期
間
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年

）

整
備
期
間

残存価値②
計�①+②

建設費③ 維持管理費④便益①

経済的内部収益率

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

純現在価値（億円）

計③＋④
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（様式－3） 
【算出説明書】 

事業概要書 
事業目的 （自然再生） 

《魚道整備（芦田川河口堰）》 

芦田川河口堰の設置により、上下流が分断され、縦断方向の連続性が確

保されておらず魚類の遡上降下の妨げとなっている。 

そのため、魚類の遡上降下環境の改善を図るものである。 

《魚道整備（芦田川中上流部）》 

芦田川中上流部では、魚道の設置されていない横断工作物により上下流

が分断され、魚類の遡上降下が遮られ縦断方向の連続性が分断されてい

る。 

そのため、魚類の遡上降下環境の改善を図るものである。 

事業内容 
（事業箇所図） 

③魚道整備（芦田川河口堰） 

 魚道設置 

④魚道整備（芦田川中上流部） 

 魚道設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④魚道整備（芦田川中上流部）

④魚道整備（芦田川中上流部）

③魚道整備（芦田川河口堰）

凡例

基準地点

主要地点

既設ダム

流域界

県界

市町村界

（･） （･）
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（様式－4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

事
業
目
的 

評価手法 （自然再生）：CVM（平成 23年 9月にアンケート実施） 

便益計測期間 平成 32 年度～平成 81年度（2020年度～2069 年度） 

（事業完了から 50年） 

総便益 ○年便益額＝155百万円 

○残存価値＝  3百万円 

総便益 B＝Σ単年度便益額／（1+0.04）n＋残存価値＝2,736百万円 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（自然再生）魚道整備（芦田川河口堰、芦田川中上流部） 

○便益範囲：プレテストの結果より、河川の認識度、利用頻度、課題の

認識、事業の必要性の意識が高い、事業箇所から 3km の世帯を対象とす

る。 

○世帯数：47,939世帯 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 票配布 

 回収数 649票（回収率 32％） 

 有効回答数 396票（有効回答率 61％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費
用 

事業費 1,057百万円 

維持管理費 99百万円 

総費用 1,156百万円 

費用便益比（B/C） 2.4 

その他留意点  

福山市

府中市

世羅町

井原市

尾道市

三原市

神石高原町

本アンケート範囲
④魚道整備（芦田川河口堰）
⑤魚道整備(芦田川中上流部） ３km

⑤魚道整備（芦田川中上流部）

④魚道整備（芦田河口堰）

20km圏

凡 例

流域界

市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲
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支払意思額（円/月/世帯）

回答者数（人）

芦田川総合水系環境整備事業（自然再生）魚道整備（芦田川河口堰、芦田川中上流部） 

 CVM本調査結果 

【事業全体】 

1. アンケート集計数 

事業名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

魚道整備 

（芦田川河口堰、芦田川中上流部） 
2,000 649 32% 396 61% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. WTP 算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 便益・費用算定結果 

・ Ｂは残存価値を加算した 

・ 年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

魚道整備（芦田川河口堰、芦田川中上流部）：269×12×47,939=155（百万円） 

事業名 年便益（百万円） Ｂ（百万円） Ｃ（百万円） 

魚道整備 

（芦田川河口堰、芦田川中上流部） 
155 2,736 1,156 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

支払意思額WTP（円/月/世帯）

WTP賛成率

実測地

推定曲線

WTP平均値
269円/月/世帯

※最大提示額で裾切り
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【残事業】 

1. アンケート集計数 

事業名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

魚道整備 

（芦田川中上流部） 
2,000 649 32% 425 65% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. WTP 算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 便益・費用算定結果 

・ Ｂは残存価値を加算した 

・ 年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

魚道整備（芦田川中上流部）：247×12×47,939=142（百万円） 

 

事業名 年便益（百万円） Ｂ（百万円） Ｃ（百万円） 

魚道整備 

（芦田川中上流部） 
142 2,510 96 
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50円 100円 200円 300円 600円 1200円 2500円 5000円

支払意思額（円/月/世帯）

回答者数（人）

0%

10%

20%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

支払意思額（円/月/世帯）

WTP賛成率

集計値

推定値

WTP平均値
247円/月/世帯

※）最大提示額で裾切り
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芦田川総合水系環境整備事業 

（水辺整備） 
 

 

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕 
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（様式－1） 
【概要】    

水系・河川名 芦田川水系 

事業名 芦田川総合水系環境整備事業 

事業主体 中国地方整備局 福山河川国道事務所 

関係自治体 福山市 

事業期間 平成 30年度～平成 35年度（2018年度～2023年度） 

基準（評価年度） 平成 26年度（2014年度） 

    

【費用】    

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質合計） 363百万円 10百万円 373百万円 

基準年における 

現在価値合計（C） 
292百万円 3百万円 295百万円 

    

【便益】    

 便益 

供用年度 平成 34年度 

供用年度の単年度 

便益（実質価格） 
45百万円 

残存価値 13百万円 

基準年における 

現在価値合計（B） 
748百万円 

    

【費用便益分析結果】    

費用便益比（CBR） 2.5  

純現在価値（NPV） 453百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
10.6% 
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（様式－2） 

【費用便益算定シート…（水辺整備）全体事業】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801

-14 H12 1.000 1.732

-13 H13 1.025 1.665

-12 H14 1.039 1.601

-11 H15 1.039 1.539

-10 H16 1.035 1.480

-9 H17 1.030 1.423

-8 H18 1.019 1.369

-7 H19 1.003 1.316

-6 H20 0.974 1.265

-5 H21 1.005 1.217

-4 H22 1.004 1.170

-3 H23 0.991 1.125

-2 H24 1.000 1.082

-1 H25 1.000 1.040

0 H26 1.000 1.000

1 H27 1.000 0.962

2 H28 1.000 0.925

3 H29 1.000 0.889

4 H30 1.000 0.855 90.0 90.0 77.0 90.0 90.0 77.0

5 H31 1.000 0.822 90.0 90.0 74.0 90.0 90.0 74.0

6 H32 1.000 0.790 90.0 90.0 71.1 90.0 90.0 71.1

7 H33 1.000 0.760 80.0 80.0 60.8 80.0 80.0 60.8

8 H34 1.000 0.731 45.0 45.0 32.9 32.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

9 H35 1.000 0.703 45.0 45.0 31.7 31.7 13.2 13.2 9.3 0.2 0.2 0.1 13.4 13.4 9.4

10 H36 1.000 0.676 45.0 45.0 30.4 30.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

11 H37 1.000 0.650 45.0 45.0 29.3 29.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

12 H38 1.000 0.625 45.0 45.0 28.1 28.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

13 H39 1.000 0.601 45.0 45.0 27.1 27.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

14 H40 1.000 0.577 45.0 45.0 26.0 26.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

15 H41 1.000 0.555 45.0 45.0 25.0 25.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

16 H42 1.000 0.534 45.0 45.0 24.0 24.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

17 H43 1.000 0.513 45.0 45.0 23.1 23.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

18 H44 1.000 0.494 45.0 45.0 22.2 22.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

19 H45 1.000 0.475 45.0 45.0 21.4 21.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

20 H46 1.000 0.456 45.0 45.0 20.5 20.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

21 H47 1.000 0.439 45.0 45.0 19.8 19.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

22 H48 1.000 0.422 45.0 45.0 19.0 19.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

23 H49 1.000 0.406 45.0 45.0 18.3 18.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

24 H50 1.000 0.390 45.0 45.0 17.6 17.6 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

25 H51 1.000 0.375 45.0 45.0 16.9 16.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

26 H52 1.000 0.361 45.0 45.0 16.3 16.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

27 H53 1.000 0.347 45.0 45.0 15.6 15.6 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

28 H54 1.000 0.333 45.0 45.0 15.0 15.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

29 H55 1.000 0.321 45.0 45.0 14.5 14.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

30 H56 1.000 0.308 45.0 45.0 13.9 13.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

31 H57 1.000 0.296 45.0 45.0 13.3 13.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

32 H58 1.000 0.285 45.0 45.0 12.8 12.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

33 H59 1.000 0.274 45.0 45.0 12.3 12.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

34 H60 1.000 0.264 45.0 45.0 11.9 11.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

35 H61 1.000 0.253 45.0 45.0 11.4 11.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

36 H62 1.000 0.244 45.0 45.0 11.0 11.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

37 H63 1.000 0.234 45.0 45.0 10.5 10.5 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

38 H64 1.000 0.225 45.0 45.0 10.1 10.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

39 H65 1.000 0.217 45.0 45.0 9.8 9.8 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

40 H66 1.000 0.208 45.0 45.0 9.4 9.4 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

41 H67 1.000 0.200 45.0 45.0 9.0 9.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

42 H68 1.000 0.193 45.0 45.0 8.7 8.7 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

43 H69 1.000 0.185 45.0 45.0 8.3 8.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

44 H70 1.000 0.178 45.0 45.0 8.0 8.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

45 H71 1.000 0.171 45.0 45.0 7.7 7.7 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

46 H72 1.000 0.165 45.0 45.0 7.4 7.4 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

47 H73 1.000 0.158 45.0 45.0 7.1 7.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

48 H74 1.000 0.152 45.0 45.0 6.8 6.8 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

49 H75 1.000 0.146 45.0 45.0 6.6 6.6 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

50 H76 1.000 0.141 45.0 45.0 6.3 6.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

51 H77 1.000 0.135 45.0 45.0 6.1 6.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

52 H78 1.000 0.130 45.0 45.0 5.9 5.9 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

53 H79 1.000 0.125 45.0 45.0 5.6 5.6 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

54 H80 1.000 0.120 45.0 45.0 5.4 5.4 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

55 H81 1.000 0.116 45.0 45.0 5.2 5.2 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

56 H82 1.000 0.111 45.0 45.0 5.0 5.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

57 H83 1.000 0.107 45.0 45.0 4.8 101.5 12.7 17.5 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

2,252 2,252 735 101 13 748 363 363 292 10 10 3 373 373 295

B 7.5

C 3.0

B/C 2.5

B-C 4.5

10.6%

計③＋④
年度

ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

整
備
期
間

残存価値②
計�①+②

建設費③ 維持管理費④便益①

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比
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（様式－3） 

【算出説明書】 

事業概要書 

事業目的 （水辺整備） 

《新市地区護岸整備》 

新市地区の川沿いは、運動公園として整備されレクリエーション、散策

等の場として、地域住民の方に利用されている。しかし、現状は坂路や階

段もなく安全に水辺を利用することができない。 

そのため、地域住民が安全に水辺を利用でき、河川巡視などの河川管理

も安全に行うことができるように坂路の整備等を図るものである。 

 

事業内容 

（事業箇所図） 

⑤新市地区護岸整備 

 護岸、坂路等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤新市地区護岸整備

凡例

基準地点

主要地点

既設ダム

流域界

県界

市町村界

（･） （･）
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（様式－4） 
【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

事
業
目
的 

評価手法 （水辺整備）：TCM（平成 23年 9月にアンケート実施） 

便益計測期間 平成 34 年度～平成 83年度（2022年度～2071 年度） 

（事業完了から 50年） 

総便益 ○年便益額＝  45百万円 

○残存価値＝  13百万円 

総便益 B＝Σ単年度便益額／（1+0.04）n＋残存価値＝748百万円 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（水辺整備）新市地区護岸整備 

○便益範囲：プレテスト結果より、利用者が確認されている、福山市、

神石高原町、井原市（高梁川流域は除く）府中市（江の川流域は除く）

尾道市とした。 

○人口：483,723 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：1,400 票配布 

 回収数 481 票（回収率 34％） 

 有効回答数 455票（有効回答率 95％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費
用 

事業費 292百万円 

維持管理費 3百万円 

総費用 295百万円 

費用便益比（B/C） 2.5 

その他留意点  

【対象範囲】
福山市、神石高原町、井原市

（高梁川流域は除く）
府中市（江の川流域は除く）
尾道市

凡 例

流域界

市町村界

旧市町村界

本アンケート範囲

ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

凡 例

流域界

市町村界

旧市町村界

凡 例

流域界

市町村界

旧市町村界

本アンケート範囲

ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

本アンケート範囲

ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

旧神辺町

井原市

神石高原町

旧尾道市

旧御調町

旧上下町

旧府中市 旧新市町

旧駅家町

福山市
加茂町

旧芦田町

旧福山市

⑥新市地区護岸整備

②②

①①

③③

④④

③③

③③

④④

20km圏
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芦田川総合水系環境整備事業（水辺整備）新市箇所護岸整備 

 TCM本調査結果 

 

 

1. アンケート集計数 

事業名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

新市地区護岸整備 1,400 481 34% 455 95% 

 

 

 

2. TCM 算定結果 

・新市地区護岸整備 

 

 

 

 

 

 

 

3. 便益・費用算定結果 

 

 

 

・ Ｂは残存価値を加算した 

・ 年便益＝整備後の消費者余剰－整備前の消費者余剰＝110-65=45百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年便益（百万円） Ｂ（百万円） Ｃ（百万円） 

45 748 295 

整備前 整備後
1 0.545 1.197 391
2 0.355 0.442 571
3 0.121 0.375 743
4 0.069 0.132 1351

旅行費用
（円）

平均利用頻度
（回/年・人）ゾーン名
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（完了箇所評価） 
 

 

 

 

 

 

 

 

芦田川総合水系環境整備事業 

（水系全体・水環境） 

 

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕 
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（様式－1） 
 

【概要】    

水系・河川名 芦田川水系 

事業名 芦田川総合水系環境整備事業 

事業主体 中国地方整備局 福山河川国道事務所 

関係自治体 世羅町 

事業期間 平成 20 年度～平成 23 年度（2008 年度～2011 年度） 

基準（評価年度） 平成 26 年度（2014 年度） 

    

【費用】    

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質合計） 264 百万円 201 百万円 465 百万円 

基準年における 

現在価値合計（C） 
320 百万円 84 百万円 403 百万円 

    

【便益】    

 便益 

供用年度 平成 24 年度 

供用年度の単年度 

便益（実質価格） 
41 百万円 

残存価値 2 百万円 

基準年における 

現在価値合計（B） 
987 百万円 

    

【費用便益分析結果】    

費用便益比（CBR） 2.4  

純現在価値（NPV） 584 百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
11.8％ 
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（様式－2） 

【費用便益算定シート…（水系全体）】 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-22 H4 0.963 2.370

-21 H5 0.965 2.279

-20 H6 0.964 2.191

-19 H7 0.968 2.107

-18 H8 0.972 2.026

-17 H9 0.967 1.948

-16 H10 0.988 1.873

-15 H11 0.998 1.801

-14 H12 1.000 1.732

-13 H13 1.025 1.665

-12 H14 1.039 1.601

-11 H15 1.039 1.539

-10 H16 1.035 1.480

-9 H17 1.030 1.423

-8 H18 1.019 1.369

-7 H19 1.003 1.316

-6 H20 0.974 1.265 20.0 19.5 24.6 20.0 19.5 24.6

-5 H21 1.005 1.217 194.0 195.0 237.3 194.0 195.0 237.3

-4 H22 1.004 1.170 32.0 32.1 37.6 32.0 32.1 37.6

-3 H23 0.991 1.125 18.1 17.9 20.1 18.1 17.9 20.1

-2 H24 1.000 1.082 40.7 40.7 44.1 44.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

-1 H25 1.000 1.040 40.7 40.7 42.4 42.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

0 H26 1.000 1.000 40.7 40.7 40.7 40.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1 H27 1.000 0.962 40.7 40.7 39.2 39.2 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2 H28 1.000 0.925 40.7 40.7 37.7 37.7 4.5 4.5 4.2 4.5 4.5 4.2

3 H29 1.000 0.889 40.7 40.7 36.2 36.2 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

4 H30 1.000 0.855 40.7 40.7 34.8 34.8 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

5 H31 1.000 0.822 40.7 40.7 33.5 33.5 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

6 H32 1.000 0.790 40.7 40.7 32.2 32.2 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

7 H33 1.000 0.760 40.7 40.7 31.0 31.0 10.4 10.4 7.9 10.4 10.4 7.9

8 H34 1.000 0.731 40.7 40.7 29.8 29.8 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

9 H35 1.000 0.703 40.7 40.7 28.6 28.6 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.4

10 H36 1.000 0.676 40.7 40.7 27.5 27.5 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

11 H37 1.000 0.650 40.7 40.7 26.5 26.5 15.3 15.3 10.0 15.3 15.3 10.0

12 H38 1.000 0.625 40.7 40.7 25.5 25.5 17.8 17.8 11.2 17.8 17.8 11.2

13 H39 1.000 0.601 40.7 40.7 24.5 24.5 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

14 H40 1.000 0.577 40.7 40.7 23.5 23.5 6.5 6.5 3.8 6.5 6.5 3.8

15 H41 1.000 0.555 40.7 40.7 22.6 22.6 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

16 H42 1.000 0.534 40.7 40.7 21.8 21.8 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

17 H43 1.000 0.513 40.7 40.7 20.9 20.9 10.4 10.4 5.3 10.4 10.4 5.3

18 H44 1.000 0.494 40.7 40.7 20.1 20.1 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3

19 H45 1.000 0.475 40.7 40.7 19.4 19.4 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

20 H46 1.000 0.456 40.7 40.7 18.6 18.6 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

21 H47 1.000 0.439 40.7 40.7 17.9 17.9 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

22 H48 1.000 0.422 40.7 40.7 17.2 17.2 9.5 9.5 4.0 9.5 9.5 4.0

23 H49 1.000 0.406 40.7 40.7 16.5 16.5 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

24 H50 1.000 0.390 40.7 40.7 15.9 15.9 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

25 H51 1.000 0.375 40.7 40.7 15.3 15.3 15.3 15.3 5.7 15.3 15.3 5.7

26 H52 1.000 0.361 40.7 40.7 14.7 14.7 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

27 H53 1.000 0.347 40.7 40.7 14.1 14.1 23.7 23.7 8.2 23.7 23.7 8.2

28 H54 1.000 0.333 40.7 40.7 13.6 13.6 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

29 H55 1.000 0.321 40.7 40.7 13.1 13.1 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

30 H56 1.000 0.308 40.7 40.7 12.6 12.6 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 0.2

31 H57 1.000 0.296 40.7 40.7 12.1 12.1 6.5 6.5 1.9 6.5 6.5 1.9

32 H58 1.000 0.285 40.7 40.7 11.6 11.6 4.5 4.5 1.3 4.5 4.5 1.3

33 H59 1.000 0.274 40.7 40.7 11.2 11.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

34 H60 1.000 0.264 40.7 40.7 10.8 10.8 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

35 H61 1.000 0.253 40.7 40.7 10.3 10.3 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

36 H62 1.000 0.244 40.7 40.7 9.9 9.9 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

37 H63 1.000 0.234 40.7 40.7 9.5 9.5 10.4 10.4 2.4 10.4 10.4 2.4

38 H64 1.000 0.225 40.7 40.7 9.2 9.2 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

39 H65 1.000 0.217 40.7 40.7 8.8 8.8 15.3 15.3 3.3 15.3 15.3 3.3

40 H66 1.000 0.208 40.7 40.7 8.5 8.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

41 H67 1.000 0.200 40.7 40.7 8.1 8.1 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

42 H68 1.000 0.193 40.7 40.7 7.9 7.9 17.8 17.8 3.4 17.8 17.8 3.4

43 H69 1.000 0.185 40.7 40.7 7.5 7.5 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

44 H70 1.000 0.178 40.7 40.7 7.3 7.3 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

45 H71 1.000 0.171 40.7 40.7 7.0 7.0 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

46 H72 1.000 0.165 40.7 40.7 6.7 6.7 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1

47 H73 1.000 0.158 40.7 40.7 6.4 19.0 2.4 8.8 15.4 15.4 2.4 15.4 15.4 2.4

2,037 2,037 985 19 2 987 264 264 320 201 201 84 465 465 403

B 9.9

C 4.0

B/C 2.4

B-C 5.8

11.8%

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

合計

ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率 便益①
年度

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

残存価値② 計③＋④

便益：B 費用：C

 計①+②
建設費③ 維持管理費④
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（様式－3） 

【算出説明書】 

事業概要 

事業目的 （水環境） 

《曝気循環施設（八田原ダム貯水池）》 

八田原ダム建設時に湖内対策として曝気循環装置（４基）、支川流入対

策として植生浄化、土壌浄化等の水質対策を実施しているが、平成 15 年

から貯水池内全体にアオコの発生が見られるようになった（曝気循環装置

４基設置時）。そのため、八田原ダム貯水池の水質改善を図るものである。

 

事業内容 

（事業箇所図） 

（水環境） 

《曝気循環施設（八田原ダム貯水池）》 

 曝気施設整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥曝気循環施設
（八田原ダム貯水池）

凡例

基準地点

主要地点

既設ダム

流域界

県界

市町村界

（･） （･）
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（様式－4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

便
益 

評価手法 ○CVM（平成 23 年 9 月にアンケート実施） 

（水環境）曝気循環施設（八田原ダム貯水池） 

便益計測期間 平成 24 年度～平成 73 年度（2012 年度～2061 年度） 

（事業完了から 50 年） 

総便益 ○年便益額＝41 百万円 

○残存価値＝2百万円 

総便益 B＝Σ単年度便益額／（1+0.04）n＋残存価値＝987 百万円 

評価範囲 

評価範囲図） 

（水環境）曝気循環施設（八田原ダム貯水池）（CVM） 

○便益範囲：プレテストの結果より、河川の認識度、利用頻度、課題の

認識、事業の必要性の意識が高い、事業箇所から 10km の世帯を対象とす

る。 

○世帯数：14,512 世帯 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 票配布 

 回収数 823 票（回収率 41％） 

 有効回答数 488 票（有効回答率 59％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費
用 

事業費 320 百万円 

維持管理費 84 百万円 

総費用 403 百万円 

費用便益比（B/C） 2.4 

福山市

府中市
世羅町

井原市

尾道市

三原市

神石高原町

本アンケート範囲
⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池） 10km

⑥曝気循環施設（八田原ダム貯水池）

20km圏

凡 例

流域界

市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲
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その他留意点等  

（様式－5） 

 

河川環境整備事業

事業名

評価年度 平成26年度

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水環境） 式 1 190

本工事費 式 1 190

水質浄化施設 箇所 2 124 曝気循環装置

水質監視装置 式 1 66 水質総合管理システム

間接経費等（水環境） 式 1 74

事業費（水環境）　計 式 1 264

事業費　計 式 1 264

維持管理費（水環境） 式 1 201

維持管理費　計 式 1 201

事業費の内訳書

芦田川総合水系環境整備事業　（全体事業費）

完了箇所評価
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芦田川総合水系環境整備事業（水環境）曝気循環施設（八田原ダム） 

 CVM 本調査結果 

1. アンケート集計数 

事業名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率

曝気循環施設 

（八田原ダム） 
2,000 823 41% 488 59% 

88

129

104

54
45

5
10

2

0

20

40

60

80

100

120

140

50円 100円 200円 300円 500円 700円 1000円 2000円

回
答

者
数

(人
)

支払い意志額(円/月/世帯)

 

2. WTP 算定結果 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 500 1000 1500 2000 2500

賛
同

率

支払い意志額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
234円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

 

3. 便益・費用算定結果 

・ Ｂは残存価値を加算した 

・ 年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

曝気循環施設：234×12×14,512=41（百万円） 

 

 

事業名 年便益（百万円） Ｂ（百万円） Ｃ（百万円） 

曝気循環施設 

（八田原ダム） 
41 987 403 
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芦田川総合水系環境整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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